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は
じ
め
に

本
稿
は
、
一
九
二
七
年
の
兵
役
法
体
制
に
お
い
て
、
第
二
国
民
兵
が
戦
時
に

お
い
て
も
事
実
上
召
集
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

一
九
四
一
年
の
兵
役
法
施
行
令
改
正
に
よ
り
予
備
兵
、
補
充
兵
と
同
様
に
召
集

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
を
示
し
、
そ
し
て
一
九
四
三
年
以
後
に
お
け
る
第

二
国
民
兵
召
集
の
実
態
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
根
こ
そ
ぎ
」
動
員
の
一
面
を
示
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
本
紀
要
第
一
一
二
輯
に
掲
載
の
資
料
紹
介
に
お
い
て
、
神
奈
川
県

津
久
井
郡
青
野
原
村
役
場
の
動
員
日
誌
を
分
析
し
、
そ
の
推
移
か
ら
、
日
中
戦

争
期
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
動
員
（
召
集
）
の
大
き
な
特
徴

と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
た（
１
）。
①
日
中
戦
争
期
で
は
初
期
の
召
集
数

が
多
く
、
こ
れ
は
上
海
戦
線
に
後
備
兵
中
心
の
特
設
師
団
を
投
入
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
②
全
時
期
を
通
じ
て
一
九
四
一
年
七
月
の
召
集
件
数
が
突

出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
対
ソ
戦
準
備
の
た
め
の
関
東
軍
特
種
演
習
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、「
防
諜
」
の
観
点
か
ら
秘
密
動
員
形
式
で
行
わ
れ
、
地
域
社
会
が

出
征
を
支
え
る
体
制
が
崩
れ
た
。
③
一
九
四
三
年
九
月
か
ら
四
五
年
七
月
ま
で

の
二
年
弱
の
間
に
、
日
中
戦
争
の
勃
発
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
結
ま

で
の
九
年
強
の
召
集
数
の
約
半
分
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
か
ら
そ
れ
ま

で
召
集
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
第
二
国
民
兵
が
召
集
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
九
四
五
年
に
は
第
二
国
民
兵
が
召
集
者
の
約
半
分
を
占
め
て
い
た
。

第
三
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
、
戦
争
末
期
に
お
け
る

「
根
こ
そ
ぎ
」
動
員
の
実
態
の
一
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
は
、「
根
こ
そ
ぎ
」
動
員
と
し
て
示
さ
れ
て
き
た
の
は
、
主
に

一
九
四
三
年
の
学
徒
出
陣
、
朝
鮮
（
一
九
四
四
年
）・
台
湾
（
四
五
年
）
へ
の

徴
兵
制
の
施
行
、
海
軍
志
願
兵
な
ど
若
年
層
の
徴
募
が
中
心
で
、
第
二
国
民
兵

の
召
集
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た（
２
）。

そ
も
そ
も
国
民
兵
の
召
集
、
と
り
わ
け
第
二
国
民
兵
の
召
集
が
、
一
九
二
七

年
の
兵
役
法
体
制
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
第
二
国
民
兵
の
召
集

　
　
　
　

│
「
根
こ
そ
ぎ
」
動
員
と
の
関
連
で

│
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充
兵
な
ど
の
召
集
（
充
員
召
集
、
臨
時
召
集
）
と
は
異
な
る
「
位
置
づ
け
」
で

あ
り
、
ま
た
国
民
兵
召
集
の
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
第
一
国
民
兵

で
あ
っ
て
、
第
二
国
民
兵
は
召
集
対
象
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
第
二
国
民
兵
が
、
一
九
四
一
年
一
一
月
の
兵
役
法
施
行
令
改
正
に
よ

っ
て
、
予
備
兵
、
補
充
兵
と
同
様
に
召
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
第

二
章
で
は
、
兵
役
法
施
行
令
な
ど
の
改
正
内
容
や
改
正
の
背
景
を
検
討
す
る
。

加
藤
氏
指
摘
の
よ
う
に
、
一
九
四
二
年
の
兵
役
法
改
正
で
第
二
国
民
兵
も
簡
閲

点
呼
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
こ

で
第
三
章
で
は
、
青
野
原
村
な
ど
の
兵
事
書
類
を
活
用
し
て
、
第
二
国
民
兵
の

召
集
準
備
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
第
四

章
で
、
村
の
「
動
員
日
誌
」
に
示
さ
れ
た
第
二
国
民
兵
召
集
の
拡
大
の
実
態
を

ふ
ま
え
、
第
二
国
民
兵
召
集
拡
大
の
要
因
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

一
　
一
九
二
七
年
制
定
の
兵
役
法
の
下
で
の
国
民
兵
召
集
の
規
定

　

︵
一
︶
兵
役
法
に
お
け
る
国
民
兵
召
集
の
規
定

ま
ず
、
一
九
二
七
年
制
定
の
兵
役
法
の
下
で
、
国
民
兵
召
集
が
ど
う
定
め
ら

れ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

戦
時
や
事
変
に
お
け
る
召
集
に
つ
い
て
、
兵
役
法
第
五
十
四
条
に
次
の
よ
う

に
定
め
て
い
る
。

　
 

帰
休
兵
、
予
備
兵
、
後
備
兵
、
補
充
兵
又
ハ
国
民
兵
ハ
戦
時
又
ハ
事
変
ニ

際
シ
必
要
ニ
応
ジ
之
ヲ
召
集
ス（
４
）

兵
役
法
の
規
定
で
は
、
戦
時
な
ど
で
の
召
集
に
お
い
て
、
国
民
兵
と
そ
れ
以

外
の
兵
と
の
区
別
は
な
い
。

論
述
の
関
係
で
、
こ
こ
で
兵
役
法
下
で
の
、
徴
兵
検
査
結
果
と
兵
役
の
役
種

い
て
、
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ

て
、
一
九
四
二
年
の
兵
役
法
改
正
の
分
析
の
な
か
で
第
二
国
民
兵
は
そ
も
そ
も

召
集
対
象
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
の
が
、
加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近

代
日
本　

一
八
六
八
―
一
九
四
五
』
で
あ
る
。
加
藤
著
書
は
「
各
時
期
の
徴
兵

令
を
読
み
こ
む
と
い
う
、
最
も
基
本
的
な
作
業
を
通
じ
て
徴
兵
制
創
設
時
か
ら

敗
戦
期
ま
で
の
徴
兵
令
・
兵
役
法
」
を
検
討
し
、
多
く
の
刺
激
的
な
論
点
を
提

示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
四
二
年
二
月
の
兵
役
法
改
正
に
つ
い
て
、「
国

民
兵
の
位
置
づ
け
の
変
更
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
ま
ず
、
①
「
こ
れ
ま
で
国

民
兵
は
法
文
上
、
戦
時
・
事
変
に
際
し
て
は
召
集
す
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
も
第
一
国
民
兵
を
対
象
と
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
第
二
国
民
兵

に
つ
い
て
は
召
集
す
る
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
②
一
九
四
一
年
一
一
月
の
兵
役
法
施
行
令
改
正
で
第
二
国
民
兵
も
臨
時
召

集
を
す
る
こ
と
に
変
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
③
一
九
四
二
年
の
兵
役
法
改

正
で
国
民
兵
の
召
集
準
備
の
た
め
に
簡
閲
点
呼
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
戸

籍
の
欄
外
に
兵
役
の
略
符
号
を
つ
け
る
措
置
が
と
ら
れ
た
と
し
、「
簡
単
に
い

え
ば
、
第
二
国
民
兵
ま
で
も
兵
籍
に
編
入
し
た
訳
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る（
３
）。

加
藤
氏
の
指
摘
は
、
本
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
適
切
な
も
の
と
い
え
る
。
た

だ
、
著
書
の
性
格
上
、
①
そ
も
そ
も
一
九
二
七
年
の
兵
役
法
体
制
に
お
い
て
、

第
二
国
民
兵
の
「
位
置
づ
け
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
②

一
九
四
一
年
の
兵
役
法
施
行
令
改
正
が
ど
の
よ
う
な
背
景
ま
た
は
論
理
で
行
わ

れ
た
の
か
、
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
③
第
二

国
民
兵
召
集
の
実
態
も
検
討
の
対
象
外
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
第
一
章
で
、
一
九
二
七
年
制
定

の
兵
役
法
の
下
で
の
国
民
兵
召
集
の
規
定
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
論
を
先
取
り

し
て
い
え
ば
、
兵
役
法
施
行
令
な
ど
で
の
「
国
民
兵
召
集
」
は
、
予
備
兵
・
補
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帝
国
議
会
に
お
け
る
兵
役
法
の
審
議
に
お
い
て
も
、
有
事
に
は
国
民
兵
を
召

集
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
陸
軍
大
臣
の
宇
垣
一
成
は
、
徴
兵
令
改
正

等
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
概
括
的
に
確
認
し
て
お
く
。
徴
兵
検
査
の
前
年
の

一
二
月
一
日
か
ら
当
年
の
一
一
月
三
〇
日
ま
で
に
満
二
〇
歳
に
な
る
男
子
が
徴

兵
適
齢
と
さ
れ
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
徴
兵
検
査
を
受
検
す
る
。
徴
兵
検
査
の

内
容
は
身
体
検
査
が
中
心
で
、
結
果
は
、
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
の
五
段
階
に

区
分
さ
れ
る
。
甲
種
と
乙
種
（
第
一
乙
種
と
第
二
乙
種
）
が
現
役
に
適
す
る
者

（
現
役
徴
集
の
対
象
）、
丙
種
は
国
民
兵
役
に
適
す
る
が
現
役
に
適
し
な
い
者

（
現
役
徴
集
の
対
象
外
）、
丁
種
が
兵
役
に
適
し
な
い
者
、
戊
種
は
判
定
し
が
た

い
者
（
翌
年
再
検
査
）
で
あ
っ
た
。
図
①
の
兵
種
と
の
関
係
で
は
、
お
お
よ
そ

甲
種
（
体
格
優
良
ノ
モ
ノ
）
が
現
役
兵
で
、
現
役
が
満
期
に
な
っ
た
後
は
予
備

役
、
さ
ら
に
は
後
備
兵
役
に
編
入
さ
れ
、
後
備
兵
役
が
終
了
す
る
と
第
一
国
民

兵
役
に
服
役
す
る
こ
と
に
な
る
（
後
備
兵
役
は
一
九
四
一
年
一
一
月
に
廃
さ
れ

て
予
備
役
に
統
合
）。
第
一
乙
種
（
甲
種
ニ
次
グ
者
）
は
第
一
補
充
兵
役
と
な

り
、
徴
兵
検
査
の
翌
年
に
一
二
〇
日
以
内
の
教
育
召
集
を
受
け
た
者
は
既
教
育

の
第
一
補
充
兵
と
し
て
有
事
に
は
召
集
令
状
で
召
集
さ
れ
た
。
既
教
育
の
第
一

補
充
兵
で
あ
っ
た
者
は
、
そ
の
服
役
期
間
が
終
了
す
る
と
第
一
国
民
兵
役
に
編

入
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
者
は
第
二
国
民
兵
役
と
な
る
。
第
二
乙
種
を
中
心
に
、

甲
乙
種
合
格
者
で
現
役
兵
、
第
一
補
充
兵
に
な
ら
な
か
っ
た
者
が
第
二
補
充
兵

役
に
編
入
と
な
る
。
な
お
、
第
一
補
充
兵
、
第
二
補
充
兵
の
服
役
期
間
は
、

一
九
四
〇
年
に
と
も
に
一
七
年
四
月
と
な
り
、
後
備
兵
役
（
予
備
役
）
終
了
と

時
期
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
役
兵
に
適
し
な
い
と
さ
れ
た
丙
種
が

第
二
国
民
兵
役
に
編
入
さ
れ
る
。
第
二
国
民
兵
役
は
法
令
上
は
一
七
歳
か
ら
な

の
で
、
徴
兵
検
査
を
受
検
し
て
第
二
国
民
兵
役
に
編
入
さ
れ
た
者
は
、「
徴
兵

終
結
処
分
を
経
た
第
二
国
民
兵
」
と
し
て
区
分
さ
れ
た
。
な
お
、
一
九
四
三
年

一
一
月
の
兵
役
法
改
正
で
、
国
民
兵
役
は
そ
れ
ま
で
の
四
〇
歳
ま
で
か
ら
四
五

歳
ま
で
に
延
長
さ
れ
て
い
る
。

（3）
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出典：『事典　昭和戦前期の日本　制度と実態』（吉川弘文館、1990年）p.269

図①　陸軍の兵役
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と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
国
民
兵
は
在
郷
軍
人
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。ま

た
、
召
集
対
象
に
国
民
兵
も
含
ん
で
い
た
、
前
述
の
兵
役
法
第
五
十
四
条

に
基
づ
く
召
集
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
兵
役
法
施
行
令
の
第
百
十
五
条
第
一

項
、
第
二
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

兵
役
法
第
五
十
四
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
陸
軍
ノ
召
集
要
員
ノ
配
当
及
其
ノ
他

必
要
ナ
ル
準
備
ハ
師
管
内
ニ
於
テ
ハ
当
該
師
団
長
、
聯
隊
区
内
ニ
於
テ
ハ

聯
隊
区
司
令
官
之
ヲ
行
フ

　

 

前
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
配
当
ニ
基
キ
召
集
ス
ベ
キ
者
ハ
第
四
項
ニ
規
定
ス
ル

場
合
ヲ
除
ク
ノ
他
前
項
ノ
配
当
ニ
基
キ
聯
隊
区
司
令
官
之
ヲ
定
ム（
８
）

こ
れ
は
陸
軍
の
召
集
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
で
、「
召
集
ス
ベ
キ
者
」
の

決
定
は
聯
隊
区
司
令
官
が
行
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
条
文
中

に
は
、「
第
四
項
ニ
規
定
ス
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
他
」
と
あ
り
、
そ
の
第
四
項
に

は
、
国
民
兵
召
集
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
別
途
、
規
定
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　

 

陸
軍
ニ
於
ケ
ル
国
民
兵
ノ
召
集
ハ
師
団
長
ノ
行
フ
配
当
其
ノ
他
必
要
ナ
ル

達
ニ
基
キ
聯
隊
区
司
令
官
之
ヲ
聯
隊
区
内
ノ
市
町
村
ニ
配
当
シ
市
町
村
長

ハ
陸
軍
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
召
集
ス
ベ
キ
者
ヲ
定
ム（
９
）

施
行
令
で
は
、「
召
集
ス
ベ
キ
者
」
を
定
め
る
機
関
が
、
国
民
兵
と
そ
れ
以

外
で
は
異
な
る
。
帰
休
兵
、
予
備
兵
、
後
備
兵
、
補
充
兵
は
聯
隊
区
司
令
官
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
国
民
兵
召
集
の
場
合
は
聯
隊
区
司
令
官
の
役
割
は
人
数
な

ど
の
配
当
に
と
ど
ま
り
、「
召
集
ス
ベ
キ
者
」
を
定
め
る
の
は
市
町
村
長
で
あ

る
。つ

ぎ
に
兵
役
法
施
行
規
則
に
お
け
る
予
備
兵
な
ど
の
在
郷
軍
人
と
国
民
兵
と

の
差
異
で
あ
る
。
同
規
則
の
第
六
十
三
条
か
ら
第
六
十
七
条
は
、
兵
役
義
務
者

（
兵
役
法
制
定
）
の
委
員
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
 

兵
役
義
務
ハ
国
民
全
般
ガ
ソ
レ
ニ
服
ス
ベ
キ
義
務
ヲ
持
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア

ル
、
随
テ
戦
時
ニ
於
テ
ハ
精
神
及
身
体
ノ
上
ニ
異
常
ノ
ナ
イ
者
ハ
、
悉
ク

何
カ
ノ
任
務
ニ
服
サ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
立
前
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
ノ
デ

ア
リ
マ
ス（
５
）

兵
役
法
に
お
い
て
、
国
民
兵
も
他
の
役
種
と
同
様
に
、
戦
時
に
召
集
さ
れ
る

「
立
前
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
民
皆
兵
の
理
念
に
も
と
づ
く
も
の
で

あ
り
、
兵
役
法
制
定
（
徴
兵
令
改
正
）
時
の
「
徴
兵
令
改
正
方
針
及
改
正
要

綱
」（６
）
で
も
、
改
正
に
お
い
て
は
「
依
然
国
民
皆
兵
主
義
及
兵
役
ハ
崇
高
ナ
ル

義
務
ナ
リ
ト
ノ
精
神
ヲ
基
礎
」
と
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。

　

︵
二
︶
兵
役
法
施
行
令
、
兵
役
法
施
行
細
則
に
お
け
る
国
民
兵
召
集
の
規
定

そ
れ
で
は
、
兵
役
法
の
関
連
法
規
で
は
、
国
民
兵
の
召
集
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ま
ず
、
兵
役
法
施
行
令
に
つ
い
て
見
る
こ
と

に
す
る
。
同
令
の
第
二
十
一
条
第
二
項
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

陸
軍
ノ
帰
休
兵
、
予
備
兵
及
後
備
兵
並
ニ
補
充
兵
ハ
之
ヲ
本
籍
所
在
ノ
聯

隊
区
ノ
兵
籍
ニ
編
入
シ
当
該
聯
隊
区
司
令
官
ノ
管
轄
ニ
属
セ
シ
ム
（
傍
線

は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）（
７
）

こ
こ
に
「
兵
籍
」
と
い
う
表
現
が
で
て
く
る
。
現
役
兵
に
つ
い
て
は
、
所
属

部
隊
の
兵
籍
に
編
入
さ
れ
て
お
り
、
本
籍
所
在
の
聯
隊
区
の
兵
籍
に
編
入
さ
れ

る
の
は
、
帰
休
兵
、
予
備
兵
、
後
備
兵
、
補
充
兵
で
あ
る
。
一
八
七
二
年
の
徴

兵
告
諭
（
太
政
官
第
三
七
九
号
）
に
は
「
全
国
四
民
男
児
二
十
歳
ニ
至
ル
者
ハ

尽
ク
兵
籍
ニ
編
入
シ
」
と
あ
る
が
、
国
民
兵
は
兵
籍
に
は
編
入
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
（
第
一
国
民
兵
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
戦
時
名
簿
が

あ
っ
た
）。
こ
れ
ら
本
籍
地
の
聯
隊
区
の
兵
籍
に
編
入
さ
れ
た
者
が
在
郷
軍
人
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あ
る
。
同
条
の
第
二
項
か
ら
第
四
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

 

充
員
召
集
ト
ハ
動
員
ニ
当
リ
諸
部
隊
ノ
要
員
ヲ
充
足
ス
ル
為
在
郷
軍
人
ヲ

召
集
ス
ル
ヲ
謂
フ　
　

　

 

臨
時
召
集
ト
ハ
戦
時
又
ハ
事
変
ニ
際
シ
必
要
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
臨
時
在
郷

軍
人
ヲ
召
集
シ
若
ハ
平
時
ニ
於
テ
警
備
其
ノ
他
ノ
必
要
ニ
因
リ
帰
休
兵
又

ハ
服
役
一
年
次
ノ
予
備
兵
ヲ
召
集
ス
ル
ヲ
謂
フ

　

 

国
民
兵
召
集
ト
ハ
戦
時
又
ハ
事
変
ニ
際
シ
国
民
兵
ヲ
召
集
ス
ル
ヲ
謂
フ

（
略
）（
12
）

さ
ら
に
同
規
則
の
第
四
章
は
「
国
民
兵
召
集
」
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、

「
第
一
款　

準
備
」
が
第
七
十
九
条
か
ら
第
八
十
七
条
ま
で
、「
第
二
款　

実
施

及
解
除
」
が
第
八
十
八
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
で
あ
る
。
兵
役
法
施
行
令
第

百
十
五
条
第
四
項
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
国
民
兵
召
集
の
場
合
、
充
員
召
集
や
臨

時
召
集
と
は
異
な
り
、「
召
集
ス
ベ
キ
者
」
を
定
め
る
の
は
市
町
村
長
で
あ
っ

た
。
そ
の
「
召
集
ス
ベ
キ
者
」
を
定
め
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
戦
時
名
簿
、
国

民
兵
人
員
表
や
、
召
集
令
状
、
国
民
兵
召
集
名
簿
の
作
製
に
関
す
る
規
定
を
抜

き
出
す
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

　

第 

七
十
九
条　

聯
隊
区
司
令
官
ハ
第
一
国
民
兵
役
ニ
転
入
シ
タ
ル
者
ノ
戦

時
名
簿
ヲ
其
ノ
転
入
後
二
十
日
以
内
ニ
市
町
村
長
（
町
村
長
ニ
在
リ
テ

ハ
警
察
署
長
ヲ
経
由
シ
）
ニ
送
付
ス
ベ
シ

　

第 

八
十
一
条　

市
町
村
長
ハ
聯
隊
区
司
令
官
ノ
指
示
ア
ル
ト
キ
ハ
第
一
国

民
兵
ノ
戦
時
名
簿
ニ
基
キ
第
一
国
民
兵
人
員
表
（
第
八
様
式
）
ヲ
作
リ

市
長
ハ
聯
隊
区
司
令
官
ニ
、
町
村
長
ハ
警
察
署
長
ヲ
経
由
シ
聯
隊
区
司

令
官
ニ
之
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

　

第 

八
十
五
条　

市
町
村
長
国
民
兵
ノ
要
員
ノ
配
当
及
伝
達
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト

キ
ハ
国
民
兵
召
集
令
状
（
第
九
様
式
）
ト
共
ニ
国
民
兵
召
集
名
簿
（
第

が
旅
行
な
ど
で
本
籍
地
を
離
れ
る
場
合
、
内
地
か
ら
帝
国
外
の
地
（
関
東
州
や

満
洲
国
を
除
く
）
に
旅
行
・
在
留
す
る
場
合
や
、
内
地
又
は
帝
国
外
の
地
か
ら

朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
州
又
は
満
洲
国
に
在
留
す
る
場
合
な
ど
の
手
続
き
、
届
出

を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
第
六
十
三
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

 

帰
休
兵
、
予
備
兵
、
後
備
兵
又
ハ
第
一
補
充
兵
旅
行
、
滞
在
其
ノ
他
本
籍

地
市
町
村
ヲ
離
ル
ル
ト
キ
ハ
常
ニ
行
先
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
項
ヲ
同
一
世

帯
ノ
家
族
（
戸
主
ヲ
含
ム
）
中
家
事
ヲ
担
当
ス
ル
者
ニ
詳
知
セ
シ
メ
軍
衙

ノ
命
ヲ
渋
滞
ナ
ク
受
領
シ
得
ル
如
ク
為
ス
ベ
シ（
10
）

旅
行
中
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
召
集
令
状
を
確
実
に
受
領
し
、
応
召
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
が
、
国
民
兵
は
そ
う
し
た
手
続
き
や
届
出
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
。

兵
役
法
で
は
戦
時
に
お
い
て
は
、
国
民
兵
も
予
備
兵
な
ど
と
同
様
に
召
集
す

る
規
定
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
兵
役
法
施
行
令
で
は
国
民
兵
の
召
集
は

そ
の
他
の
召
集
と
は
区
別
さ
れ
、
兵
役
法
施
行
規
則
で
は
国
民
兵
は
、
旅
行
・

在
留
時
の
手
続
き
な
ど
所
在
管
理
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

︵
三
︶
陸
軍
召
集
規
則
に
お
け
る
﹁
国
民
兵
召
集
﹂

兵
役
法
や
同
法
施
行
令
な
ど
に
も
と
づ
い
て
、
陸
軍
に
お
け
る
召
集
手
続
き

等
を
定
め
た
法
規
が
、
陸
軍
召
集
規
則
で
あ
る
。
本
規
則
は
第
一
条
で
「
在
郷

軍
人
（
略
）
及
ビ
国
民
兵
ノ
召
集
並
在
郷
軍
人
ノ
簡
閲
点
呼
」（
11
）
に
関
す
る

規
定
と
さ
れ
、
こ
こ
で
も
国
民
兵
は
在
郷
軍
人
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

第
二
条
が
召
集
の
種
類
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
そ
の
第
一
項
で
「
召
集
ヲ
分

チ
テ
充
員
召
集
、
臨
時
召
集
、
国
民
兵
召
集
、
演
習
召
集
、
教
育
召
集
及
補
欠

召
集
ト
ス
」
と
し
て
い
る
。
演
習
召
集
以
下
は
平
時
の
召
集
に
関
わ
る
も
の
で
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第
八
十
三
条
又
ハ
第
八
十
四
条
ニ
依
ル
配
当
及
達
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ

ハ
第
一
国
民
兵
戦
時
名
簿
ニ
就
キ
召
集
人
名
ヲ
決
定
シ
国
民
兵
召
集

令
状
ヲ
調
整
ス
（
後
略
）

「
国
民
兵
召
集
令
状
ヲ
調
整
」
す
る
材
料
と
な
る
の
は
「
第
一
国
民
兵
戦
時

名
簿
」
で
あ
り
、
第
二
国
民
兵
は
あ
き
ら
か
に
対
象
外
で
あ
る
。

兵
役
法
上
で
は
、
国
民
兵
は
戦
時
等
に
予
備
兵
な
ど
と
同
様
に
召
集
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
兵
役
法
施
行
令
で
は
、「
国
民
兵
召
集
」
に
つ
い
て

は
他
の
役
種
と
は
召
集
方
法
な
ど
が
区
別
さ
れ
て
い
る
、
さ
ら
に
、
陸
軍
召
集

規
則
や
師
団
の
事
務
規
程
で
は
「
国
民
兵
召
集
」
の
対
象
は
第
一
国
民
兵
に
限

定
さ
れ
て
い
て
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
。
つ
ま
り
、

一
九
二
七
年
の
兵
役
法
体
制
下
に
お
い
て
、
陸
軍
の
規
定
上
（
動
員
シ
ス
テ
ム

上
）
で
は
、
戦
時
や
事
変
に
お
い
て
も
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　

︵
四
︶　

戸
籍
に
お
け
る
第
二
国
民
兵
の
扱
い

以
上
の
よ
う
な
兵
事
行
政
上
に
お
け
る
第
二
国
民
兵
の
位
置
づ
け
は
、
戸
籍

と
の
関
係
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
法
律
第
三
十
九
号
と
し
て
共
通
法
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。
同
法
は
、
内
地
の
法
令
が
、
朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
州
に
は
効
力
が
な

く
、
ま
た
相
互
間
の
交
渉
事
項
に
つ
い
て
準
拠
す
べ
き
明
文
が
な
い
と
い
う
欠

陥
を
ふ
ま
え
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三
条
第
三
項
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

陸
海
軍
ノ
兵
籍
ニ
在
ラ
サ
ル
者
及
兵
役
ニ
服
ス
ル
義
務
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル

者
ニ
非
サ
レ
ハ
他
ノ
地
域
ノ
家
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。
但
シ
徴
兵
終
結
処

分
ヲ
経
テ
第
二
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ス（
14
）

十
様
式
）
二
通
ヲ
調
製
シ
令
状
ハ
聯
隊
区
司
令
官
ノ
指
定
ニ
従
ヒ
区
分

シ
テ
之
ヲ
保
管
シ
名
簿
ノ
内
一
通
ニ
応
召
員
ノ
戦
時
名
簿
ヲ
添
ヘ
之
ヲ

市
長
ニ
在
リ
テ
ハ
聯
隊
区
司
令
官
ニ
、
町
村
長
ニ
在
リ
テ
ハ
警
察
署
長

ニ
差
出
シ
警
察
署
長
ハ
直
ニ
之
ヲ
聯
隊
区
司
令
官
ニ
差
出
ス
ベ
シ（
13
）

聯
隊
区
司
令
官
が
召
集
人
員
を
市
町
村
に
配
当
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
国

民
兵
人
員
表
は
、
第
一
国
民
兵
人
員
表
と
あ
る
よ
う
に
第
一
国
民
兵
に
限
定
さ

れ
て
お
り
、
第
二
国
民
兵
は
含
ん
で
い
な
い
（
第
八
様
式
）。
ま
た
第
八
十
五

条
の
国
民
兵
召
集
令
状
、
国
民
兵
召
集
名
簿
に
つ
い
て
は
、
第
一
国
民
兵
と
い

う
限
定
は
な
い
が
、
規
則
に
添
付
さ
れ
た
第
九
様
式
、
第
十
様
式
を
み
る
と
、

応
召
員
の
肩
書
き
に
「（
元
）
兵
科
官
等
級
」
の
項
目
が
あ
る
。
後
備
役
を
終

え
て
第
一
国
民
兵
役
に
編
入
さ
れ
た
者
、
あ
る
い
は
第
一
補
充
兵
役
で
教
育
召

集
な
ど
を
終
え
て
第
一
国
民
兵
役
に
編
入
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
元
の
「
兵

科
官
等
級
」
が
あ
る
が
、
第
二
国
民
兵
の
場
合
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第

八
十
五
条
の
国
民
兵
召
集
令
状
、
国
民
兵
召
集
名
簿
者
も
第
一
国
民
兵
に
限
定

さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
は
、
師
団
が
作
製
す
る
事
務
規
程
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
兵
役
法
、

兵
役
法
施
行
令
、
兵
役
法
施
行
規
則
、
陸
軍
召
集
規
則
、
徴
発
令
、
徴
発
事
務

条
例
な
ど
に
基
づ
く
「
召
集
、
徴
発
等
ノ
業
務
ニ
関
ス
ル
細
部
ノ
事
項
」
は
、

各
師
団
毎
に
事
務
規
程
と
し
て
作
製
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
一
年
調
整
の
「
名

古
屋
師
団
召
集
徴
発
雇
傭
事
務
規
程
」（
愛
知
県
額
田
郡
宮
崎
村
役
場
文
書
。

岡
崎
市
所
蔵
）
の
第
二
章
第
四
款
が
「
国
民
兵
召
集
」
で
あ
り
、
陸
軍
召
集
規

則
第
八
十
五
条
に
関
わ
っ
て
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。

　

第 

八
十
四
条　

召
集
規
則
第
八
十
五
条
ニ
依
ル
国
民
兵
召
集
令
状
及
国
民

兵
召
集
名
簿
ハ
左
記
要
領
ニ
依
リ
調
整
シ
保
管
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

一 

、
市
長
ハ
聯
隊
区
司
令
官
ヨ
リ
町
村
長
ハ
警
察
署
長
ヨ
リ
召
集
規
則
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事
実
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

︵
五
︶
日
露
戦
争
期
に
お
け
る
国
民
兵
召
集
と
の
関
連

と
こ
ろ
で
、
昭
和
初
期
の
徴
兵
検
査
に
お
い
て
、
聯
隊
区
司
令
官
が
受
検
壮

丁
に
説
い
た
「
壮
士
諸
士
に
告
ぐ
」（17
）
の
な
か
で
、
丙
種
合
格
の
国
民
兵
（
終

結
処
分
を
経
た
第
二
国
民
兵
）
は
、「
日
露
戦
争
ノ
如
キ
大
戦
ニ
際
シ
召
集
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
事
実
、
日
露
戦
争
で
の
陸
軍
の
召
集
兵

八
六
九
、七
八
五
人
（
動
員
兵
力
は
一
、〇
一
八
、二
四
七
人
）
中
に
は
、
国
民

兵
三
六
、八
九
一
人
を
含
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
本
章
の
最
後
に
、
日
露
戦
争

に
お
け
る
国
民
兵
の
召
集
の
実
態

│
第
二
国
民
兵
も
召
集
対
象
で
あ
っ
た
か

な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
九
〇
四
年
一
二
月
九
日
に
、
陸
軍
で
は
「
国
民
兵
第
一
動
員
ノ
実
施
遠
カ

ラ
サ
ル
予
定
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
該
要
員
ニ
充
用
ス
ヘ
キ
将
校
、
下

士
（
国
民
軍
編
入
志
願
者
ヲ
除
ク
）
ヲ
各
補
充
隊
ノ
教
育
力
ニ
応
シ
予
メ
之
ヲ

召
集
」
す
る
必
要
を
認
め
、「
召
集
ス
ヘ
キ
者
ノ
役
種
、
兵
科
、
階
級
、
人
員

ヲ
決
定
シ
臨
時
召
集
ノ
申
請
ヲ
ナ
サ
シ
ム
」
こ
と
を
各
師
団
参
謀
長
に
「
内

牒
」
し
て
い
る（
18
）。
こ
れ
は
、
一
八
九
九
年
制
定
の
陸
軍
召
集
条
例
の
第
四

章
国
民
兵
召
集
の
規
定
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
九
九
年
の
陸
軍

召
集
条
例
で
は
、
国
民
兵
召
集
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

第 

四
十
二
条　

国
民
兵
召
集
ト
ハ
国
民
軍
ヲ
動
員
ス
ル
為
国
民
兵
ヲ
召
集

ス
ル
ヲ
謂
フ

　
　

 
国
民
兵
召
集
ヲ
分
テ
第
一
国
民
兵
召
集
第
二
国
民
兵
召
集
ノ
二
種
ト 

ス（
19
）

国
民
兵
召
集
は
「
動
員
ニ
方
リ
諸
部
団
隊
ノ
要
員
ヲ
充
足
ス
ル
為
在
郷
軍
人

ヲ
召
集
ス
ル
」
充
員
召
集
（
第
十
五
条
）
や
、「
充
員
召
集
実
施
後
欠
員
ヲ
補

徴
兵
忌
避
等
を
抑
止
す
る
た
め
、
兵
役
関
係
者
の
国
籍
変
更
は
禁
止
さ
れ
て

い
た
が
（
一
八
九
九
年
法
律
第
六
十
六
号
国
籍
法
第
二
十
四
条
）、
共
通
法
の

規
定
は
国
籍
変
更
禁
止
の
「
地
域
」
版
と
い
え
る
。
し
か
し
、
第
二
国
民
兵
役

に
あ
る
者
は
、
そ
の
制
限
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
二
七
年
の
兵
役
法
制
定
時
に
、
陸
軍
の
強
硬
な
主
張
に
よ
り
、

司
法
省
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
実
現
し
た
の
が
、
戸
籍
に
兵
籍
関
係
の
略
符
号

を
付
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
陸
軍
省
徴
募
課
は
戦
時
動
員
上
「
最
善
ノ
策

ト
ハ
何
ゾ
ヤ
」
と
問
い
、「
曰
ク
召
集
事
務
ヲ
確
実
簡
捷
ナ
ラ
シ
メ
然
モ
努
テ

在
郷
軍
人
ノ
服
役
上
ノ
手
続
的
義
務
ヲ
軽
減
ス
ル
ニ
存
ス
」
と
し
、「
在
郷
軍

人
ノ
身
上
異
動
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
為
ノ
服
役
上
ノ
手
続
」
を
改
善
す
る
必
要
か

ら
、「
戸
籍
ニ
兵
役
関
係
ヲ
略
符
ス
ル
」
こ
と
を
主
張
し
た（
15
）。
次
の
条
文

が
そ
れ
で
あ
る
。

　

第 

六
十
九
条　

市
町
村
長
ハ
兵
役
（
第
二
国
民
兵
役
ヲ
除
ク
）
ニ
在
ル
者

ニ
付
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
り
其
ノ
戸
籍
ノ
欄
外
ニ
兵
役
ノ
略
符
号
ヲ

付
ス
ヘ
シ（
16
）

第
二
国
民
兵
は
、
戦
時
動
員
手
続
き
を
簡
略
化
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
、
戸

籍
に
略
符
号
を
付
す
る
と
い
う
手
続
き
に
お
い
て
も
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

一
九
二
七
年
制
定
の
兵
役
法
体
制
下
に
お
い
て
、
第
二
国
民
兵
は
基
本
的

に
、
平
時
だ
け
で
な
く
戦
時
に
お
い
て
も
、
召
集
の
対
象
外
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
第
二
国
民
兵
を
予
備
兵
な
ど
と
同
様
に
召
集
す
る
こ

と
を
定
め
た
一
九
四
一
年
一
一
月
の
兵
役
法
施
行
令
改
正
に
お
い
て
、
陸
軍
省

兵
備
課
は
、「
国
民
兵
役
即
兵
役
免
除
ナ
ル
カ
ノ
如
キ
誤
レ
ル
観
念
」
の
存
在

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
第
二
国
民
兵
に
つ
い
て
は
、
召
集
シ
ス
テ
ム
上
で
は
、

第
二
国
民
兵
役
が
兵
役
免
除
に
等
し
い
こ
と
は
「
誤
レ
ル
観
念
」
で
は
な
く
、
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二　

六
週
間
陸
軍
現
役
ヲ
終
リ
国
民
兵
役
ニ
編
入
セ
ラ
レ
タ
ル
者

　
　

三　

第
二
補
充
兵
役
ヲ
終
リ
国
民
兵
役
ニ
編
入
セ
ラ
レ
タ
ル
者

　
　

四　

所
要
ノ
兵
員
ニ
超
過
ス
ル
為
国
民
兵
役
ニ
編
入
セ
ラ
レ
タ
ル
者

　
　

 

陸
軍
大
臣
ハ
戦
時
又
ハ
事
変
ニ
際
シ
国
民
兵
役
ニ
在
リ
テ
前
項
ニ
掲
ケ

サ
ル
者
ノ
服
役
ニ
関
シ
補
充
兵
ノ
服
役
ニ
準
シ
必
要
ノ
規
定
ヲ
設
ク
ル

コ
ト
ヲ
得

　

第 

二
条　

国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
召
集
ニ
ハ
召
集
令
状
ヲ
用
ヰ
陸
軍
召
集

条
例
中
充
員
召
集
及
補
充
召
集
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

但
シ
臨
時
召
集
ニ
在
リ
テ
ハ
召
集
及
其
ノ
解
除
ノ
時
期
ハ
陸
軍
大
臣
之

ヲ
定
ム（
22
）

陸
軍
召
集
条
例
に
お
け
る
国
民
兵
召
集
と
の
主
な
違
い
は
、
①
国
民
兵
役
に

つ
い
て
も
「
補
充
兵
役
ノ
服
役
ニ
準
シ
」
る
規
定
を
設
け
、
②
召
集
に
お
い
て

は
召
集
令
状
を
用
い
、
そ
の
手
続
き
は
充
員
召
集
等
の
規
定
を
準
用
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
国
民
兵
役
に
あ
っ
て
召
集
す
る
対
象
は
、「
第
一
国

民
兵
ニ
在
ル
者
」
な
ど
四
項
目
に
該
当
す
る
も
の
と
、
そ
れ
以
外
（
二
か
ら
四

を
除
く
第
二
国
民
兵
）
の
も
の
と
に
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。

同
勅
令
の
制
定
を
求
め
た
陸
軍
大
臣
の
閣
議
請
議
書
で
は
、
第
一
条
は
「
国

民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
服
役
ニ
関
シ
陸
軍
大
臣
ハ
補
充
兵
役
ノ
服
役
ニ
準
シ
必
要

ノ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内

閣
法
制
局
か
ら
「
国
民
兵
役
ニ
関
シ
補
充
兵
役
ニ
準
シ
テ
服
役
ノ
規
定
ヲ
設
ク

ル
カ
如
キ
ハ
必
要
止
ム
ヲ
得
サ
ル
範
囲
ニ
限
リ
、
且
其
ノ
範
囲
ハ
勅
令
ヲ
以
テ

規
定
ス
ル
ヲ
相
当
ト
認
ム
」
と
し
、「
左
ニ
掲
ク
ル
者
」
と
し
て
一
〜
四
が
具

体
的
に
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
一
〜
四
に
該
当
に
し
な
い
国
民
兵
役
の
服
役

に
関
す
る
第
二
項
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た（
23
）。

勅
令
第
百
五
十
三
号
の
公
布
と
同
日
の
『
官
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
陸
軍
省
令

充
ス
ル
為
在
郷
軍
人
ヲ
召
集
ス
ル
」
補
充
召
集
（
第
三
十
七
条
）
と
は
異
な
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
前
述
し
た
、
充
員
召
集
、
臨
時
召
集
と
は
別
に
国
民
兵

召
集
を
定
め
た
一
九
二
七
年
の
陸
軍
召
集
規
則
と
同
様
で
あ
る
。

「
国
民
軍
」
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
九
年
の
新
徴
兵
令
や
一
九
二
七
年
の
兵

役
法
の
条
文
に
は
記
載
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
八
七
三
年
の
徴
兵
令
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　

 

国
民
軍
ハ
常
備
後
備
両
軍
ノ
外
ニ
全
国
ノ
男
児
十
七
歳
ヨ
リ
四
十
歳
迄
ノ

者
、
悉
ク
兵
籍
ニ
載
セ
置
キ
、
全
国
大
挙
ノ
役
ア
ル
ニ
方
リ
均
シ
ク
隊
伍

ニ
編
入
シ
、
以
テ
管
内
ノ
守
衛
ニ
供
ス
ル
者
ナ
リ（
20
）

国
民
軍
の
役
割
は
「
管
内
ノ
守
衛
」、
つ
ま
り
外
国
軍
か
ら
の
国
土
防
衛
を

任
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
召
集
に
つ
い
て
も
、「
国
民
兵
ノ
召
集
ニ
ハ
召
集
令

状
ヲ
用
ヰ
ス
シ
テ
召
集
令
ヲ
達
ス
」（
陸
軍
召
集
条
例
第
五
条
第
二
項
）
と
召

集
令
状
は
用
い
ず
に
通
達
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
も
陸
軍
召
集
規

則
に
お
け
る
国
民
兵
召
集
と
同
様
で
あ
る
。

新
潟
県
中
頸
城
郡
和
田
村
で
は
、
こ
の
国
民
軍
を
動
員
す
る
た
め
の
国
民
兵

召
集
が
一
九
〇
五
年
一
月
一
九
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
郡
長
か
ら
村
長
に
第

一
国
民
兵
第
一
動
員
が
下
令
さ
れ
、
応
召
員
は
元
歩
兵
上
等
兵
、
元
歩
兵
一
等

卒
で
あ
っ
た（
21
）。

し
か
し
、
兵
力
不
足
の
な
か
で
、
国
民
兵
を
国
民
軍
に
で
は
な
く
、
戦
闘
部

隊
や
補
充
部
隊
に
動
員
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
一
九
〇
五
年
四
月
二
〇
日
の

勅
令
第
百
五
十
三
号
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
服
役
及
召
集
ニ
関
ス
ル
件
が
、
そ

の
た
め
の
法
令
で
あ
る
。

　

第 

一
条　

国
民
兵
役
ニ
在
リ
テ
左
ニ
掲
ク
ル
者
ニ
付
其
ノ
服
役
ニ
関
シ
陸

軍
大
臣
ハ
補
充
兵
ノ
服
役
ニ
準
シ
必
要
ノ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　

一　

第
一
国
民
兵
ニ
在
ル
者
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ち
な
み
に
日
露
戦
争
期
に
お
い
て
、
陸
軍
が
兵
力
拡
大
の
た
め
に
と
っ
た
主

要
な
措
置
は
、
後
備
兵
役
の
年
限
を
五
年
か
ら
十
年
に
、
補
充
兵
役
の
年
限
を

七
年
四
月
か
ら
十
二
年
四
月
に
五
年
延
期
す
る
と
い
っ
た
、
在
郷
軍
人
の
服
役

年
限
の
延
長
で
あ
っ
た
（
一
九
〇
四
年
九
月
勅
令
第
二
百
十
二
号
徴
兵
令
改

正
）。
そ
の
後
、
兵
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
国
民
軍
要
員
と
し
て
想

定
さ
れ
て
い
た
国
民
兵
を
予
備
兵
、
補
充
兵
と
同
様
に
召
集
す
る
手
続
き
が
と

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
例
外
的
な
措
置
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
こ
で
の
第

一
段
階
の
召
集
対
象
は
主
要
に
は
第
一
国
民
兵
で
あ
っ
て
、
第
二
国
民
兵
の
召

集
は
第
二
国
民
兵
役
以
外
の
兵
種
で
充
員
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
限
定
さ

れ
て
お
り
、
第
二
国
民
兵
の
部
隊
へ
の
召
集
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「
日
露
戦
争
ノ
如
キ
大
戦
」
で
あ
っ
て
も
、
予
備
兵
に
準
ず
る
よ
う
な
国
民
兵

の
召
集
は
例
外
的
で
あ
り
、
ま
た
第
二
国
民
兵
は
最
後
の
召
集
対
象
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
一
九
二
七
年
の
兵
役
法
体
制
の
下
で
の
国
民
兵
召
集
の
シ
ス
テ
ム
、

な
ら
び
に
召
集
対
象
外
と
し
て
の
第
二
国
民
兵
の
位
置
づ
け
に
連
な
っ
て
い
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

二
　
一
九
四
一
年
一
一
月
の
兵
役
法
施
行
令
等
の
改
正

一
九
二
七
年
の
兵
役
法
体
制
下
に
お
け
る
国
民
兵
召
集
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

第
二
国
民
兵
は
事
実
上
、
戦
時
召
集
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本

章
で
は
、
ま
ず
第
二
国
民
兵
の
召
集
を
定
め
た
一
九
四
一
年
一
一
月
の
兵
役
法

施
行
令
等
の
改
定
内
容
を
検
討
し
、
国
民
兵
召
集
の
対
象
で
も
な
か
っ
た
第
二

国
民
兵
を
予
備
兵
、
補
充
兵
と
同
様
に
召
集
す
る
こ
と
と
し
た
背
景
を
明
ら
か

に
す
る
。
第
二
に
第
二
国
民
兵
召
集
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
八
号
で
、「
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
服
役
及
召
集
」
に
関
す
る
規
定
が
設
け

ら
れ
た
。
そ
の
第
七
条
で
、「
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
召
集
」
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第 
七
条　

国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
召
集
ニ
ハ
陸
軍
召
集
条
例
第
四
章
ノ
規

定
ニ
依
ル
コ
ト
ヲ
示
シ
タ
ル
場
合
ノ
外
召
集
令
状
ヲ
用
ヰ
左
ノ
区
別
ニ

依
リ
同
条
例
及
同
施
行
規
則
中
充
員
召
集
又
ハ
補
充
召
集
ニ
関
ス
ル
規

定
ヲ
準
用
ス

　
　

一　

国
民
兵
召
集
ニ
在
リ
テ
ハ
充
員
召
集

　
　

二　

臨
時
召
集
及
補
充
召
集
ニ
在
リ
テ
ハ
補
充
召
集（
24
）

勅
令
第
百
五
十
三
号
の
内
容
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
陸
軍
で
は

「
省
令
第
八
号
第
七
条
ニ
依
リ
第
二
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ヲ
召
集
ス
ル
順
序
」

に
関
わ
っ
て
、「
第
二
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ヲ
以
テ
諸
部
隊
ノ
補
充
ヲ
為
ス
ハ

現
役
、
予
備
役
、
後
備
役
、
補
充
兵
役
、
第
一
国
民
兵
役
ノ
者
ヲ
以
テ
各
其
ノ

補
充
ニ
関
ス
ル
規
定
ニ
依
リ
要
員
ヲ
充
タ
ス
能
ハ
サ
ル
場
合
ニ
限
ル
」（
25
）
と

し
て
い
る
。
国
民
兵
召
集
の
準
備
を
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
第
一
国
民
兵

が
基
本
で
あ
り
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
第
一
国
民
兵
等
が
尽
き
た
場
合
に
限

定
し
て
い
る
。

四
月
二
五
日
に
は
、
戦
争
の
「
前
途
尚
遼
遠
ナ
リ
ト
判
断
セ
ザ
ル
可
カ
ラ

ス
」
と
し
て
、「
補
充
上
止
ム
ヲ
得
サ
ル
場
合
」
に
お
い
て
、「
国
民
兵
役
ニ
在

ル
者
ヲ
以
テ
留
守
部
隊
守
備
部
隊
要
ス
レ
ハ
特
殊
部
隊
及
野
戦
部
隊
等
ノ
要
員

ニ
充
足
ス
ル
」
場
合
の
手
続
き
（
陸
軍
召
集
条
例
中
充
員
召
集
又
ハ
補
充
召
集

ニ
関
ス
ル
規
定
準
用
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が（
26
）、
前
述
の
よ
う
に
新
潟
県

和
田
村
の
「
動
員
日
誌
」
か
ら
は
、
第
二
国
民
兵
を
召
集
し
た
事
例
は
確
認
で

き
な
い
。
第
二
国
民
兵
の
召
集
に
つ
い
て
は
、
そ
の
た
め
の
準
備
は
進
め
ら
れ

た
も
の
の
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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ヲ
痛
感
」
し
て
い
る
。
今
日
、「
軍
ノ
内
容
」
は
多
種
多
様
化
し
て
お
り
、「
兵

業
ニ
依
リ
テ
ハ
身
体
左
迄
強
健
ナ
ラ
サ
ル
者
ト
雖
其
ノ
勤
務
ニ
堪
フ
ル
部
面
モ

少
カ
ラ
ス
」、「
国
民
兵
ヲ
モ
臨
時
軍
要
員
ニ
充
用
シ
得
ン
カ
戦
時
要
員
ノ
補
充

難
ハ
相
当
緩
和
」（
29
）
す
る
と
。
今
後
の
兵
力
「
損
耗
」
の
可
能
性
を
指
摘
す

る
と
と
も
に
、
兵
種
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
現
役
兵
と
し
て
不
適
格
と
さ
れ
た

丙
種
合
格
の
第
二
国
民
兵
で
あ
っ
て
も
活
用
可
能
で
、
そ
れ
に
よ
り
「
戦
時
要

員
ノ
補
充
難
」
が
あ
る
程
度
緩
和
で
き
る
と
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
に
お
け
る
第
二
国
民
兵
の
召
集
拡
大
は
、
確
か

に
上
記
の
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
兵
備
課
が
改
正
理
由
の

第
一
に
あ
げ
て
い
る
の
は
、
下
記
の
事
柄
で
あ
る
（
以
下
の
引
用
は
「
一　

改

正
ノ
主
旨
」
の
前
段
部
分
で
、
こ
の
後
に
前
述
の｢

又
世
界
ノ
現
況
ニ
鑑
ミ
」

に
続
く
）。

　

 

徴
兵
検
査
当
時
ハ
身
体
虚
弱
ノ
為
、
徴
集
（
徴
集
ト
ハ
現
役
兵
又
ハ
補
充

兵
ト
為
ス
行
政
処
分
ヲ
謂
フ
）
セ
ラ
レ
サ
リ
シ
モ
、
爾
後
身
体
強
壮
ト
為

リ
兵
員
ト
シ
テ
十
分
活
動
シ
得
ヘ
キ
者
モ
尠
カ
ラ
ス
。
従
テ
徴
兵
検
査
ニ

於
テ
徴
集
セ
ラ
レ
サ
リ
シ
者
ヲ
、
数
年
後
再
ヒ
検
査
ス
ヘ
シ
ト
ス
ル
所
謂

再
徴
兵
検
査
問
題
ハ
、
既
ニ
議
会
ニ
於
テ
モ
一
再
ナ
ラ
ス
質
問
ア
リ
。
而

シ
テ
軍
ハ
其
ノ
都
度
同
意
シ
難
キ
旨
答
ヘ
来
リ
シ
所
ナ
ル
カ
、
最
近
ニ
至

リ
之
カ
実
現
ヲ
要
望
ス
ル
声
ハ
頓
ニ
熾
烈
ト
ナ
リ
、
殊
ニ
進
ン
テ
再
検
査

ニ
応
セ
ン
コ
ト
ヲ
願
出
ツ
ル
者
モ
尠
カ
ラ
ス
。
仍
テ
軍
ハ
、
此
ノ
熾
烈
ナ

ル
国
民
ノ
要
望
乃
至
願
意
ニ
応
ヘ
ン
カ
為
、
研
究
ヲ
新
ニ
セ
リ
。

　

 
抑

本
問
題
ノ
発
生
セ
シ
所
以
ヲ
探
求
ス
ル
ニ
、
其
ノ
根
基
ハ
国
民
兵
役

即
兵
役
免
除
ナ
ル
カ
ノ
如
キ
誤
レ
ル
観
念
ヨ
リ
発
ス
ル
モ
ノ
ト
推
察
セ
ラ

ル
。
此
ノ
観
念
ニ
シ
テ
是
正
セ
ラ
レ
得
ン
カ
、
本
問
題
ハ
自
ラ
解
消
ヲ
見

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
之
カ
為
ニ
ハ
国
民
兵
モ
斉
シ
ク
兵
役
義
務
者
ナ
ル
観
念

　

︵
一
︶　

兵
役
法
施
行
令
の
改
正
理
由

一
九
四
一
年
一
一
月
一
五
日
の
勅
令
第
九
百
七
十
一
号
の
兵
役
法
施
行
令
改

正
で
、
前
述
の
同
令
第
二
十
一
条
は
下
記
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

　

 

陸
軍
ノ
帰
休
兵
、
予
備
兵
及
第
一
国
民
兵
並
ニ
補
充
兵
及
徴
兵
終
結
処
分

ヲ
経
タ
ル
第
二
国
民
兵
ハ
之
ヲ
本
籍
所
在
ノ
聯
隊
区
ノ
兵
籍
ニ
編
入
シ
当

該
聯
隊
区
司
令
官
ノ
管
轄
ニ
属
セ
シ
ム
（
略
）（27
）

こ
の
改
正
に
よ
り
、「
第
一
国
民
兵
」
と
「
徴
兵
終
結
処
分
ヲ
経
タ
ル
第
二

国
民
兵
」
は
、
予
備
兵
、
補
充
兵
な
ど
と
同
様
に
、
聯
隊
区
の
兵
籍
に
編
入
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
充
員
召
集
、
臨
時
召
集
と
は
異
な
る
、
国
民
兵
召
集
の
独
自
の
手
続

き
を
定
め
て
い
た
第
百
十
五
条
第
四
項
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。
国
民
兵
に
つ

い
て
も
、
予
備
兵
、
補
充
兵
と
同
様
の
手
続
き
で
召
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

本
勅
令
に
つ
い
て
の
陸
軍
大
臣
か
ら
の
閣
議
請
議
書
は
、
改
正
理
由
を
左
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

 

戦
時
所
要
兵
力
ノ
増
大
、
軍
編
制
ノ
複
雑
化
等
ニ
伴
ヒ
国
民
兵
役
ニ
在
ル

者
ト
雖
モ
随
時
迅
速
簡
易
ニ
軍
要
員
ニ
充
当
シ
得
ル
如
ク
改
正
ス
ル
ノ
要

ア
リ（
28
）

簡
略
な
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
閣
議
請
議
書
に
添
付
さ
れ
た
兵
備
課
の
「
国

民
兵
召
集
ニ
関
ス
ル
改
正
ニ
就
テ
」
は
、
改
正
の
事
由
を
具
体
的
に
記
し
て
い

る
。
兵
備
課
の
文
書
中
で
閣
議
請
議
書
に
記
載
の
改
正
理
由
に
該
当
す
る
記
述

は
、
対
米
英
戦
開
戦
後
に
お
け
る
所
要
兵
力
の
維
持
に
関
し
て
で
あ
る
。「
又

世
界
ノ
現
況
ニ
鑑
ミ
、
予
想
ス
ル
最
悪
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
帝
国
ノ
陸
、
海
軍
所

要
兵
員
ハ
夥
シ
キ
数
量
ニ
昇
リ
、
而
モ
其
ノ
損
耗
ヲ
補
塡
シ
テ
絶
エ
ス
所
望
兵

力
ヲ
維
持
セ
ン
ハ
蓋
シ
難
事
」
で
あ
り
、「
更
ニ
真
剣
ナ
ル
対
策
準
備
ノ
必
要
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し
て
ゐ
た
。（31
）

国
民
兵
召
集
で
も
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
あ
る

が
、
第
二
国
民
兵
が
兵
役
免
除
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
兵
備
課
に
よ
る
、
さ
き
の
改
正
理
由
の
「
三　

本

改
正
ノ
及
ホ
ス
影
響
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

本
改
正
ハ
、
国
民
皆
兵
ノ
主
旨
徹
底
上
更
ニ
一
歩
ヲ
進
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
兵
役
義
務
負
担
ノ
不
均
衡
ヲ
云
為
ス
ル
国
民
一
部
ノ
不
満
ヲ
解
消
シ

得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
国
民
兵
即
兵
役
免
除
者
ナ
ル
カ
如
キ
従
来
ノ
誤
レ
ル

観
念
ヲ
一
掃
シ
国
民
精
神
動
員
上
、
貢
献
ス
ル
所
尠
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
確

信
セ
ラ
ル（
32
）

影
響
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
国
民
の
「
不
満
」
解
消
で
あ

る
。
陸
軍
が
、
第
二
国
民
兵
を
予
備
兵
や
補
充
兵
と
同
様
に
召
集
す
る
こ
と
に

し
た
主
旨
が
、
戦
時
動
員
兵
力
の
確
保
よ
り
も
、
兵
役
義
務
負
担
の
不
均
衡
を

問
題
視
す
る
国
民
の
「
不
満
」
を
解
消
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
戦
時
の
国
民

精
神
動
員
に
お
い
て
障
害
と
な
っ
て
い
る
「
国
民
兵
即
兵
役
免
除
者
」
と
い
う

観
念
を
一
掃
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
す
る
と
問
題
は
、「
再
徴
兵
検
査
」
を
求
め
る
国
民
の
声
が
「
熾
烈
」

と
な
り
、
そ
れ
ま
で
「
同
意
シ
難
」
い
と
し
て
い
た
陸
軍
が
、「
研
究
ヲ
新

ニ
」
し
た
背
景
、
つ
ま
り
国
民
皆
兵
を
呼
号
し
つ
つ
も
、
実
態
と
し
て
は
戦
時

に
あ
っ
て
も
第
二
国
民
兵
を
召
集
対
象
外
と
し
て
い
た
陸
軍
が
、
そ
れ
を
見
直

し
、
第
二
国
民
兵
を
も
予
備
兵
や
補
充
兵
と
同
様
に
召
集
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
背
景
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
判
断
を
陸
軍
が
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
に
は
、
従
来
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
中
戦
争
以
後
に
お
け
る
兵
力
需
要
の
拡
大
に
と
も

な
う
、
①
現
役
徴
集
率
の
増
大
と
、
②
「
徴
兵
標
準
」
の
緩
和
が
あ
っ
た
で
あ

ニ
透
徹
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
、
国
民
兵
ヲ
特
別
視
セ
ル
従
来
ノ
諸
規
定
ヲ
改

メ
且
速
カ
ニ
一
部
国
民
兵
召
集
ヲ
実
行
ス
ル
ニ
在
リ

　

 
而
シ
テ
仮
令
少
数
ナ
リ
ト
モ
国
民
兵
カ
予
備
兵
及
補
充
兵
ニ
混
シ
召
集
セ

ラ
ル
ル
現
実
ヲ
目
視
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
、
従
来
ノ
誤
レ
ル
観
念
ハ
遠
カ
ラ
ス

一
掃
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
信
ス（
30
）

要
点
を
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
徴
兵
検
査
当
時
は
身
体
虚
弱
の

た
め
に
徴
集
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
身
体
強
壮
と
な
っ
て
い
る
者
も

少
な
く
な
く
、
そ
の
た
め
再
徴
兵
検
査
を
求
め
る
国
民
の
声
が
「
熾
烈
」
で
あ

り
、
そ
う
し
た
声
は
最
近
特
に
高
ま
っ
て
い
る
。
②
こ
う
し
た
声
が
発
生
す
る

根
本
的
な
原
因
は
国
民
兵
役
＝
兵
役
免
除
と
い
う
「
誤
レ
ル
観
念
」
に
あ
り
、

そ
の
観
念
が
是
正
さ
れ
れ
ば
、
再
徴
兵
検
査
を
求
め
る
声
は
自
然
解
消
す
る
で

あ
ろ
う
。
③
そ
こ
で
国
民
兵
を
特
別
視
（
予
備
兵
や
補
充
兵
と
区
別
）
す
る
従

来
の
制
度
を
改
め
て
、
国
民
兵
の
「
一
部
」
を
召
集
す
る
こ
と
に
す
る
。
④
少

数
で
あ
っ
て
も
国
民
兵
が
予
備
兵
な
ど
ど
同
様
に
召
集
さ
れ
れ
ば
、
国
民
兵
役

＝
兵
役
免
除
と
い
う
「
誤
レ
ル
観
念
」
は
「
一
掃
」
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
「
国
民
兵
」
は
、
徴
兵
検
査
の
結
果
、
現
役
や
補
充
兵
役
に
編
入

さ
れ
な
か
っ
た
人
々
で
あ
る
か
ら
、
当
然
「
徴
兵
終
結
処
分
ヲ
経
タ
ル
第
二
国

民
兵
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
兵
備
課
は
、「〔
第
二
〕
国
民
兵
役
即
兵
役
免

除
」
と
い
う
観
念
を
、
繰
り
返
し
「
誤
レ
ル
観
念
」
と
し
て
い
る
が
、
制
度
上

は
、
既
述
の
よ
う
に
、「
国
民
兵
役
即
兵
役
免
除
」
は
事
実
で
あ
っ
た
。
兵
役

法
施
行
令
改
正
に
つ
い
て
、『
週
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
陸
軍
省
の
解
説
は
、
よ

り
率
直
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

　

 

壮
丁
の
大
部
分
が
徴
集
さ
れ
て
ゐ
る
現
在
で
も
な
ほ
、
陸
軍
で
は
国
民
兵

召
集
を
実
施
し
て
ゐ
な
い
た
め
、
実
際
に
お
い
て
第
二
国
民
兵
役
に
在
る

者
は
兵
役
を
免
除
さ
れ
た
者
と
何
ら
択
ぶ
と
こ
ろ
の
な
い
や
う
な
観
を
呈
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ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い（
33
）。

ま
ず
、
現
役
徴
集
率
の
拡
大
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
①
は
、
新
潟
県
中

頸
城
郡
和
田
村
の
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
徴
兵
検
査
結
果
と
現

役
徴
集
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
徴
兵
検
査
結
果
と
役
種
と
の
関
係

は
、
前
述
の
よ
う
に
、
お
お
よ
そ
甲
種
が
現
役
、
第
一
乙
種
が
第
一
補
充
兵

役
、
第
二
乙
種
が
第
二
補
充
兵
役
に
、
そ
し
て
丙
種
が
第
二
国
民
兵
役
と
な

る
。
日
中
戦
争
以
前
は
現
役
徴
集
の
人
員
は
甲
種
合
格
者
数
以
下
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
三
八
年
に
は
甲
種
合
格
四
六
名
に
対
し
て
、
現
役
徴
集
は
五
〇

名
と
な
り
、
甲
種
と
一
乙
の
合
計
五
六
名
に
対
す
る
現
役
徴
集
の
比
率
は
九
割

近
く
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
三
九
年
に
は
甲
種
と
一
乙
の
合
計
と
現
役

徴
集
の
数
値
が
一
致
し
て
い
る
。
第
一
補
充
兵
要
員
の
第
一
乙
種
も
全
員
が
現

役
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
第
二
乙
種
が
第
一
補
充
兵
役
に
ま
わ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
第
二
補
充
兵
要
員
と
し
て
一
九
三
九
年
一
一
月
に

第
三
乙
種
が
設
け
ら
れ
た
。
現
役
に
は
不
適
当
と
し
て
丙
種
と
さ
れ
て
い
た
者

の
な
か
か
ら
、
不
十
分
な
が
ら
も
現
役
に
耐
え
得
る
と
認
め
た
者
を
第
三
乙
種

と
し
た
の
で
あ
る
。

丙
種
（
第
二
国
民
兵
）
と
さ
れ
て
い
た
者
を
補
充
兵
に
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
徴
兵
検
査
受
検
者
を
甲
種
、
第
一
乙
種
、
第
二
乙
種
、
丙
種
に
区
分
す
る

基
準
で
あ
る
「
徴
兵
標
準
」
も
変
更
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
一
九
三
七
年
二
月

に
、
陸
軍
身
体
規
則
中
改
正
で
、「
徴
集
人
員
ノ
増
加
並
ニ
特
業
分
化
ノ
趨
勢

ニ
鑑
ミ
兵
業
ヲ
妨
ケ
サ
ル
程
度
ニ
於
テ
検
査
規
格
ヲ
緩
和
ス
」（
34
）
と
い
う
趣

旨
か
ら
、
現
役
に
適
す
る
者
の
身
長
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
，
五
五
メ
ー
ト
ル
以

上
か
ら
、
一
，
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

一
九
三
七
年
以
前
で
あ
れ
ば
、
現
役
徴
集
に
適
さ
な
い
と
し
て
、
無
条
件
で
丙

種
以
下
と
さ
れ
た
一
，
五
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
受
検
者
が
、
日
中
戦
争
以
後
は

（12）

出典： 『上越市史　通史編５　近代』（2004年）p.569（なお年号は、本文叙述にあわせて西暦に改め
た）。原典は、新潟県中頸城郡和田村役場「事務報告書」の各年版。

表①　新潟県和田村の徴兵検査結果と現役徴集
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甲
種
合
格
、
乙
種
合
格
と
な
っ
て
現
役
徴
集
さ
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
一
九
三
九
年
の
第
三
乙
種
の
設
定
に
よ
り
、
一
九
四
〇
年
に
も
陸

軍
身
体
規
則
が
改
正
さ
れ
た
。
改
正
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　

 

軍
備
拡
充
計
画
ニ
伴
ヒ
益
々
激
増
ス
ル
軍
要
員
ノ
獲
得
上
、
苟
モ
兵
業
ニ

堪
ヘ
得
ル
者
ハ
悉
ク
之
ヲ
徴
集
シ
、
且
現
下
ノ
情
勢
ニ
於
ケ
ル
軍
要
求
性

ニ
即
応
ス
ル
ガ
如
ク
身
体
検
査
ノ
規
格
ヲ
改
定
ス
ル
ノ
要
ア
ル
ト
、
第
三

乙
種
新
設
ニ
応
ズ
ル
所
要
ノ
条
文
改
正
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ニ
依
ル（
35
）

表
②
は
、
陸
軍
身
体
検
査
規
則
の
付
表
第
２
の
な
か
の
ト
ラ
ホ
ー
ム
と
体
格

等
位
と
の
関
係
の
変
化
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
と
三
七
年
で

は
変
化
が
な
く
、
重
症
ト
ラ
ホ
ー
ム
は
視
力
が
０
・
３
以
上
の
場
合
は
丙
種
、

視
力
が
０
・
３
未
満
の
場
合
は
丁
種
（
免
役
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
四
〇
年
の
時
点
で
は
、
重
症
ト
ラ
ホ
ー
ム
は
視
力
に
関
係
な
く
第
三
乙
種

と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
基
準
で
あ
れ
ば
、
丙
種
（
国
民
兵
役
）
あ
る
い
は
乙

種
（
免
役
）
と
さ
れ
て
い
た
人
々
が
、
第
三
乙
種
（
現
役
徴
集
可
）
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
「
病
変
軽
キ
中
等
症
「
ト
ラ
ホ
ー
ム
」」
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ま
で
第
一
乙
種
と
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
症
状
は
体
格
等
位
決
定
の
条
件
か

ら
は
除
外
さ
れ
、
甲
種
合
格
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

表
③
は
、
一
九
三
一
年
徴
集
か
ら
一
九
四
一
年
徴
集
ま
で
の
青
野
原
村
の
第

二
国
民
兵
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争
以
前
の
一
九
三
一
年
か

ら
一
九
三
六
年
ま
で
は
第
二
国
民
兵
と
さ
れ
た
の
は
合
計
四
二
名
で
年
平
均
七

名
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
の
合
計
は
九
名
で
年
平
均
二
名
強
で

あ
る
。
そ
の
差
違
と
な
る
五
名
弱
は
、
日
中
戦
争
後
の
基
準
で
あ
れ
ば
現
役
徴

集
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

再
徴
兵
検
査
を
求
め
る
国
民
の
声
の
熾
烈
化
は
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
と

（13）

出典： 1928年は陸軍省令第９号陸軍身体検査規則『官報』第370号（1928年３月26日）、1937年は
「陸軍身体検査規則中改正ノ件」（陸軍省大日記甲輯）JACAR,Ref.C01001534400、1940年は
「陸軍身体検査規則中改正ノ件」（陸軍省大日記甲輯）JACAR,Ref.C01006021900。

表②　トラホームの症状と体格等位との関係の推移

第一乙種 第二乙種 第三乙種 丙種 丁種

1928年
病変軽キ中
等症「トラ
ホーム」

病変重キ中
等症「トラ
ホーム」

重症「トラホー
ム」ニシテ視力
良キ方ノ眼ニテ
「０・３」以上
ノモノ

重症「トラホー
ム」ニシテ視力
良キ方ノ眼ニテ
「０・３」ニ満
チザルモノ

1937年
病変軽キ中
等症「トラ
ホーム」

病変重キ中
等症「トラ
ホーム」

重症「トラホー
ム」ニシテ視力
良キ方ノ眼ニテ
「０・３」以上
ノモノ

重症「トラホー
ム」ニシテ視力
良キ方ノ眼ニテ
「０・３」ニ満
チザルモノ

1940年
病変重キ中
等症「トラ
ホーム」

重症 ｢トラ
ホーム｣
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前
ノ
乙
種
、
丙
種
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ハ
モ
ウ
一
回
検
査
ヲ
シ
タ
ラ
ド
ウ

カ
ト
云
フ
議
論
モ
、
一
応
ハ
肯
定
サ
レ
マ
ス
ガ
、（
略
）
併
シ
此
ノ
度
国

民
兵
ヲ
徴〔
召
〕集

シ
得
ル
ヤ
ウ
ニ
致
シ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
一
般
ノ
民
間
ニ
於
ケ
ル

サ
ウ
云
フ
声
ニ
対
シ
マ
シ
テ
ハ
、
国
民
兵
徴〔
召
〕集

ト
云
フ
コ
ト
ニ
依
リ
マ
シ

テ
緩
和
サ
レ
ル
ト
考
ヘ
マ
ス（
36
）

日
中
戦
争
以
前
に
現
役
徴
集
と
な
っ
た
者
に
は
、
現
役
と
し
て
一
年
半
か
ら

二
年
服
務
し
て
除
隊
し
た
後
、
日
中
戦
争
で
召
集
さ
れ
て
戦
場
に
赴
き
、
そ
し

て
戦
死
傷
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
ま
た
動
員
が
解
除
と
な
っ
て
帰
還
し
た
後

も
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
の
な
か
で
再
度
の
召
集
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
青
野
原
村
で
は
、
対
ソ
戦
準
備
の
た
め
の
関
東
軍
特
種
演
習
の
二
次
動

員
に
よ
り
、
一
九
四
一
年
七
月
二
〇
日
に
令
状
を
交
付
さ
れ
た
「
応
召
員
五
名

中
三
名
ハ
再
応
召
者
」（「
動
員
日
誌
」）
で
あ
っ
た
。
他
方
、
日
中
戦
争
以
前

の
徴
兵
検
査
で
丙
種
と
な
り
第
二
国
民
兵
と
な
っ
た
も
の
は
事
実
上
、
兵
役
免

除
で
あ
り
、
そ
う
し
た
第
二
国
民
兵
の
な
か
に
は
日
中
戦
争
以
後
の
基
準
で
あ

れ
ば
、
現
役
徴
集
と
な
っ
た
者
が
多
数
含
ま
れ
る
。
そ
こ
で
田
中
の
説
明
に
あ

る
よ
う
に
、
国
民
の
間
か
ら
、
不
公
平
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
出
て
く
る
わ

け
で
あ
る
。
軍
が
繰
り
返
し
呼
号
し
て
き
た
国
民
皆
兵
の
理
念
と
実
態
と
の
差

異
に
対
す
る
国
民
の
不
満
を
無
視
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
兵
役
法
施
行
令

改
正
＝
第
二
国
民
兵
の
召
集
の
背
景
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
国
民
の
不
満

の
「
緩
和
」「
一
掃
」
が
改
正
の
主
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り

第
二
国
民
兵
の
召
集
は
軍
事
的
な
要
請
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
兵
役
負
担
の
公

平
化
と
い
う
社
会
的
要
求
に
対
す
る
軍
の
配
慮
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
日
露
戦
争
時
の
兵
力
欠
乏
を
要
員
と
す
る
国
民
兵
の
召
集
が
第
一
国
民
兵

の
召
集
を
優
先
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
四
一
年
の
兵
役
法

施
行
令
改
正
に
お
い
て
召
集
の
対
象
が
第
二
国
民
兵
だ
っ
た
こ
と
も
、
こ
う
し

も
な
う
現
役
徴
集
を
め
ぐ
る
右
の
状
況
を
背
景
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

再
徴
兵
検
査
の
要
求
は
、
帝
国
議
会
で
は
兵
役
法
施
行
令
改
正
後
も
出
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
政
府
委
員
田
中
隆
吉
陸
軍
少

将
の
つ
ぎ
の
回
答
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
、
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　

 

二
十
歳
前
後
ハ
非
常
ニ
弱
カ
ッ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
三
十
歳
前
後
ニ
ナ
ッ
テ
非

常
ニ
強
ク
ナ
ッ
テ
来
タ
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
再
検
査
ヲ
シ
タ
ラ
ド
ウ
カ

ト
云
フ
ゴ
質
問
デ
リ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
数
年
前
カ
ラ
斯
ウ
云
フ
投
書
モ
ア

リ
、
議
論
モ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ト
申
シ
マ
ス
ノ
ハ
、
少
ク
モ
事
変
前

ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
徴
集
兵
力
ガ
非
常
ニ
少
ナ
カ
ッ
タ
ガ
、
最
近
ハ
各
般
ニ

亙
リ
マ
シ
テ
皆
徴
集
サ
レ
ル
、
ソ
コ
ニ
不
公
平
ガ
ア
ル
デ
ナ
イ
カ
、
斯
ウ

云
フ
ヤ
ウ
ナ
見
方
カ
ラ
起
ツ
タ
三
十
歳
前
後
、
言
換
ヘ
レ
バ
昭
和
十
年
以

（14）

備考：「第二国民兵下士官兵連名簿　青野原村役場」
　　　 （青野原村役場「自昭和十六年度動員ニ関ス

ル発来翰綴」）より作成。

表③　青野原村の第二国民兵役の兵数の推移
（1931年徴集～1941年徴集）　　

徴集年 第二国民兵役

1931年 　６

1932年 　７

1933年 　５

1934年 　８

1935年 　８

1936年 　８

1937年 　４

1938年 　２

1939年 　１

1940年 　３

1941年 　３

合計 ５５
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洲
国
、
支
那
、
香
港
又
ハ
澳
門
ヲ
除
ク
）
ニ
旅
行
又
ハ
在
留
中
ノ
者
ヲ
調
査
シ

其
役
種
、
徴
兵
終
結
処
分
ヲ
行
ヒ
タ
ル
年
度
（
第
二
国
民
兵
ニ
限
ル
）
及
氏
名

ヲ
本
令
施
行
ノ
日
ヨ
リ
六
十
日
以
内
ニ
聯
隊
区
司
令
官
ニ
通
知
ス
ベ
シ
」（
付

則
第
二
条
）
と
の
指
示
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
陸
軍
省
令
第
五
十
四
号
で
、
陸
軍
召
集
規
則
を
改
正
し
、
召
集
の
種

類
を
規
定
し
た
第
二
条
に
つ
い
て
、
第
一
項
中
の
「
国
民
兵
召
集
、」
と
、
第

四
項
の
「
国
民
兵
召
集
ト
ハ
戦
時
又
ハ
事
変
ニ
際
シ
国
民
兵
ヲ
召
集
ス
ル
ヲ
謂

フ
」
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
第
二
項
、
第
三
項
の
「
在
郷
軍
人
」
の
下
に

「
及
国
民
兵
役
ノ
下
士
官
兵
」
を
加
え
、
国
民
兵
も
臨
時
召
集
の
対
象
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、「
第
四
章　

国
民
兵
召
集
」
に
つ
い
て
は
、
全
条

項
が
削
除
さ
れ
、
召
集
の
手
続
き
も
臨
時
召
集
と
同
様
に
な
っ
て
い
る（
39
）。

な
お
陸
軍
省
令
第
五
十
三
号
の
付
則
第
十
条
で
は
、
こ
の
改
正
は
一
九
三
〇

年
以
前
に
徴
兵
終
結
処
分
を
行
っ
た
第
二
国
民
兵
に
は
適
用
し
な
い
と
し
て
い

る
。
一
九
四
一
年
の
時
点
で
は
、
予
備
兵
な
ど
と
同
様
の
召
集
を
実
施
す
る
の

は
一
九
三
一
年
以
後
に
第
二
国
民
兵
と
な
っ
た
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後
、
一
九
四
三
年
九
月
に
は
付
則
十
条
が
削
除
さ
れ
、
一
九
三
〇

年
以
前
に
徴
兵
終
結
処
分
を
行
っ
た
第
二
国
民
兵
に
も
適
用
が
拡
大
さ
れ 

た（
40
）。

陸
軍
召
集
規
則
で
「
国
民
兵
召
集
」
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
師

団
単
位
で
作
製
さ
れ
て
い
た
召
集
徴
発
雇
傭
事
務
規
程
も
大
き
く
変
更
さ
れ

る
。「
名
古
屋
師
団
召
集
徴
発
雇
備
規
程
」
で
は
目
次
で
第
二
章
第
四
款
の

「
国
民
兵
召
集
」
の
項
が
削
除
さ
れ
（
写
真
①
）、「
東
京
師
団
召
集
徴
発
雇
傭

事
務
規
程
」
で
は
「
第
二
章
第
四
款　

国
民
兵
召
集
」
の
第
七
十
二
条
に
つ
い

て
、「
国
民
兵
召
集
に
関
シ
テ
ハ
充
員
召
集
ニ
関
ス
ル
諸
規
定
ヲ
準
用
ス
ル
モ

ノ
ト
ス
」
と
い
う
文
章
が
添
付
さ
れ
、
以
下
は
朱
で
「
削
除
」
と
記
し
た
紙
片

た
背
景
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
兵
役
法
施
行
令
改
正
理
由
の
第
二

と
し
て
、
将
来
の
兵
力
不
足
へ
の
対
応
を
挙
げ
て
い
た
も
の
の
、
陸
軍
と
し
て

は
こ
の
時
点
で
は
、
兵
備
課
の
改
正
理
由
中
の
「
仮
令
少
数
ナ
リ
ト
モ
」
と
い

う
表
現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
兵
役
法
施
行
令
改
正
に
つ
い
て
の
陸
軍
省

の
解
説
に
、「
こ
れ
に
よ
っ
て
今
直
ち
に
国
民
兵
役
に
在
る
者
を
多
数
召
集
す

る
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
、
必
要
の
場
合
、
何
時
で
も
召
集
し
得
る
や
う
準
備

を
整
へ
て
お
か
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。」（37
）
と
あ
る
よ
う
に
、
直
ち
に
多
数
の

第
二
国
民
兵
を
召
集
し
よ
う
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

︵
二
︶
兵
役
法
施
行
規
則
、
陸
軍
召
集
規
則
の
改
正

兵
役
法
施
行
令
の
改
正
公
布
と
同
日
の
一
九
四
一
年
一
一
月
一
五
日
に
、

『
官
報
』
で
兵
役
法
施
行
規
則
、
陸
軍
召
集
規
則
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

陸
軍
省
令
第
五
十
三
号
で
兵
役
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、
兵
役
義
務
者
が
旅

行
な
ど
で
本
籍
地
を
離
れ
る
場
合
の
手
続
を
定
め
た
第
六
十
三
条
以
下
に
つ
い

て
、「
又
ハ
補
充
兵
」
を
「
、
補
充
兵
又
ハ
国
民
兵
」
と
改
め
、
国
民
兵
の
異

動
を
掌
握
の
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
同
規
則
の
付
則
に
お
い
て
、
国
民
兵
で
、

内
地
外
に
在
留
す
る
者
、
医
師
な
ど
の
免
許
取
得
者
、
所
在
不
明
の
者
の
届
け

出
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る（
38
）。

　

・ 

付
則
第
三
条

：
朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
州
、
満
洲
国
、
支
那
、
香
港
、
澳

門
の
在
留
者
。 

施
行
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
届
出 

　

・ 

付
則
第
五
条

：

医
師
免
許
証
、
薬
剤
師
免
許
証
、
歯
科
医
師
免
許
証
、

獣
医
師
免
許
証
を
所
持
す
る
者
。
施
行
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
届
出 

　

・ 

付
則
第
六
条

：

所
在
不
明
者
。
戸
主
よ
り
、
施
行
日
か
ら
一
四
日
以
内

に
届
出

市
町
村
長
に
対
し
て
は
、「
本
令
施
行
ノ
際
、
現
ニ
帝
国
外
（
関
東
州
、
満

（15）88
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又
ハ
発
動
機
類
ノ
使
用
ニ
慣
レ
且
要
員
ノ
若
干
名
ハ
通
信
ノ
心
得
ア
ル
者
及
鍛

工
卒
ニ
適
ス
ル
者
」
と
あ
る
。
第
二
国
民
兵
は
終
結
処
分
の
際
に
は
、
兵
種
は

選
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
召
集
時
に
聯
隊
区
司
令
官
な
ど
に
よ
り
選
定

が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

が
添
付
さ
れ
、
抹
消
線
が
引
か
れ
て
い
る
（
写
真
②
）。

さ
ら
に
同
日
の
陸
軍
省
令
第
五
十
五
号
で
は
、
第
二
国
民
兵
（
お
よ
び
第
二

補
充
兵
）
の
兵
種
選
定
方
法
が
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

 

第
二
補
充
兵
及
第
二
国
民
兵
ノ
兵
種
ノ
選
定
ハ
其
ノ
始
メ
テ
召
集
セ
ラ
ル

ル
際
、
聯
隊
区
司
令
官
又
ハ
陸
軍
兵
事
部
長
兵
役
法
施
行
細
則
付
表
第
二

ニ
掲
グ
ル
事
項
ヲ
標
準
ト
シ
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス（
41
）

兵
役
法
施
行
細
則
付
表
第
二
は
「
兵
種
選
定
標
準
表
」
で
あ
り
、「
身
材
」

（
視
力
・
其
他
）、「
芸
能
職
業
」
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
た
と
え
ば

一
九
二
七
年
の
兵
役
法
施
行
細
則
で
は
、
戦
車
兵
で
あ
れ
ば
、「
身
材
」
の
う

ち
視
力
に
つ
い
て
は
「
甲
種
乙
種
右
左
各
一
・
〇
以
上
ニ
シ
テ
弁
色
力
完
全
ナ

ル
者
」
で
、「
其
他
」
に
つ
い
て
は
「
聴
力
完
全
ニ
シ
テ
膂
力
ア
リ
且
性
質
沈

着
ニ
シ
テ
敏
捷
ナ
ル
者
」
と
あ
り
、「
芸
能
職
業
」
で
は
、「
成
ル
ベ
ク
自
動
車

（16）

出典：1941年２月25日近衛師団司令部調整『東京師団召集徴発雇傭事務規程』
　　　（相模原市立公文書館所蔵、旧青野原村役場文書）

写真②

出典： 1941年11月10日名古屋師団司令部調整
　　　 『名古屋師団召集徴発雇傭事務規定』

（岡崎市所蔵、旧宮崎村役場文書）

写真①

87



山本和重

東海大学紀要文学部

る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
但
し
書
に
よ
り
第
二
国
民
兵
は
そ
の
対

象
外
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
、「
但
シ
徴
兵
終
結
処
分

ヲ
経
テ
第
二
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ハ
此
ノ
限
り
ニ
在
ラ
ス
」
の
文
言
が
削
除
さ

れ
、
他
の
兵
役
関
係
者
と
同
様
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

兵
役
法
及
共
通
法
中
改
正
法
律
の
公
布
と
同
日
の
二
月
一
八
日
に
、
陸
軍
召

集
規
則
の
改
正
と
一
九
四
二
年
度
の
簡
閲
点
呼
に
関
す
る
一
連
の
指
示
が
な
さ

れ
た
。
陸
軍
省
令
第
七
号
陸
軍
召
集
規
則
改
正（
43
）
で
は
、
第
一
条
で
、「
国

民
兵
役
ノ
下
士
官
兵
ノ
簡
閲
点
呼
ニ
関
シ
テ
ハ
臨
機
之
ヲ
定
ム
」
の
項
が
追
加

さ
れ
、
陸
軍
省
令
第
八
号
昭
和
十
七
年
簡
閲
点
呼
ニ
関
ス
ル
件
左
ノ
通
定
ム（
44
）

で
は
、
第
一
条
で
、
一
九
四
二
年
に
本
来
簡
閲
点
呼
を
実
施
す
べ
き
予
備
兵
、

補
充
兵
に
つ
い
て
は
簡
閲
点
呼
を
行
わ
ず
に
参
会
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と

し
、
第
二
条
で
、
第
一
国
民
兵
役
の
下
士
官
兵
と
、
一
九
三
一
年
以
降
に
徴
兵

終
結
処
分
を
終
え
た
第
二
国
民
兵
全
員
に
簡
閲
点
呼
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た

（
従
来
は
半
日
で
あ
っ
た
が
、
一
日
間
と
し
て
い
る
）。
ま
た
、
同
日
の
陸
達
第

七
号
昭
和
十
七
年
ニ
於
ケ
ル
簡
閲
点
呼
執
行
要
領
左
ノ
通
定
ム（
45
）
の
第
二
条

第
一
項
で
は
、
一
九
四
二
年
度
の
簡
閲
点
呼
の
目
的
を
「
国
民
兵
役
ノ
下
士
官

兵
ノ
召
集
準
備
ヲ
整
フ
ル
ヲ
目
的
ト
シ
召
集
ノ
実
施
並
ニ
充
用
上
必
要
ナ
ル
諸

調
査
特
ニ
職
業
、
特
有
ノ
技
能
、
身
材
及
健
康
ニ
関
ス
ル
調
査
ヲ
行
フ
ト
共
ニ

在
郷
間
及
応
召
時
ニ
於
テ
直
接
必
要
ナ
ル
事
項
ニ
付
点
検
、
査
閲
及
教
導
ヲ
為

ス
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
一
九
四
三
年
一
月
八
日
公
布
の
陸
達

第
二
号
昭
和
十
八
年
ニ
於
ケ
ル
簡
閲
点
呼
執
行
要
領
左
ノ
通
定
ム（
46
）
で
は
、

一
九
四
三
年
の
簡
閲
点
呼
の
目
的
は
「
第
二
国
民
兵
ノ
召
集
準
備
ヲ
完
成
ス

ル
」
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
九
四
二
年
が
国
民
兵
役
の
召
集
準
備
の
整

備
、
一
九
四
三
年
が
召
集
準
備
の
完
成
と
い
う
手
順
で
あ
っ
た
。
約
二
年
間
を

国
民
兵
召
集
の
た
め
の
準
備
に
あ
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
余

　

︵
三
︶　

兵
役
法
等
の
改
正

召
集
時
に
聯
隊
区
司
令
官
が
兵
種
の
選
定
な
ど
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に

「
身
材
」（
視
力
・
其
他
）、「
芸
能
職
業
」
な
ど
各
種
の
調
査
が
必
要
で
あ
っ

た
。
そ
の
調
査
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
簡
閲
点
呼
で

あ
っ
た
。
簡
閲
点
呼
は
、
在
郷
軍
人
の
召
集
へ
の
準
備
状
況
を
査
閲
す
る
た
め

に
、
毎
年
度
、
半
日
開
催
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
簡
閲
点
呼
の

対
象
に
つ
い
て
、
兵
役
法
は
、「
帰
休
兵
、
予
備
兵
、
後
備
兵
及
補
充
兵
ニ
対

シ
テ
ハ
毎
年
一
回
簡
閲
点
呼
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」（
第
六
十
条
）
と
、
国
民
兵

を
対
象
外
と
し
て
い
た
た
め
、
兵
役
法
の
改
正
も
必
要
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、

一
九
四
二
年
二
月
一
八
日
公
布
の
法
律
第
十
六
号
兵
役
法
及
共
通
法
中
改
正
法

律
で
あ
る
。

兵
役
法
改
正
に
つ
い
て
、
木
村
兵
太
郞
陸
軍
次
官
は
、
貴
族
院
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

 

国
民
兵
ノ
戦
時
ニ
於
ケ
ル
必
要
性
ハ
、
従
来
ニ
比
シ
頗
ル
増
大
シ
テ
参
ツ

タ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之
ガ
為
昨
秋
兵
役
法
施
行
令
ヲ
改
正
セ
ラ
レ
、
国

民
兵
モ
予
備
兵
、
補
充
兵
等
ト
同
様
ニ
随
時
之
ヲ
召
集
シ
得
ル
コ
ト
ト
相

成
ツ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
其
ノ
召
集
準
備
等
ニ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル

為
、
国
民
兵
ニ
対
シ
テ
モ
平
時
簡
閲
点
呼
ヲ
行
ヒ
得
ル
如
ク
致
ス
ト
共

ニ
、
第
二
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ニ
付
テ
モ
、
戸
籍
ニ
兵
役
ノ
略
符
号
ヲ
付

ス
ル
ヤ
ウ
ニ
致
サ
ウ
ト
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス（
42
）

こ
の
改
正
に
よ
り
、
①
国
民
兵
に
も
簡
閲
点
呼
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
（
兵

役
法
第
六
十
条
の
改
正
）、
②
第
二
国
民
兵
の
戸
籍
に
も
兵
役
の
略
符
号
を
付

す
こ
と
と
な
っ
た
（
第
六
十
九
条
第
一
項
の
改
正
）。

な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
一
八
年
制
定
の
共
通
法
第
三
条
第
三
項
で

は
、
兵
役
関
係
者
は
兵
役
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
他
の
「
地
域
」
の
家
に
は
い

（17）86
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横
16
編
第
一
二
五
号

　
　
　

兵
事
主
任
者
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
通
牒

　
　

昭
和
十
六
年
十
一
月
三
十
日　
　
　
　
　
　

横
浜
聯
隊
区
司
令
官　

印

　
　
　

青
野
原
村　

長
殿

　

 

十
一
月
十
四
日
勅
令
第
九
七
一
号
同
九
七
二
号
十
一
月
十
五
日
陸
軍
省
令

第
五
十
二
号
乃
至
五
十
五
号
ニ
拠
リ
国
民
兵
役
下
士
官
兵
ノ
兵
籍
編
入
ニ

伴
ヒ
之
レ
ガ
業
務
上
ノ
指
示
ヲ
行
フ
ニ
付
左
記
各
項
ニ
基
キ
市
区
町
村
ノ

兵
事
主
任
者
ヲ
派
遣
セ
シ
メ
ラ
レ
度
通
牒
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
記

　

一
、
日
時　

十
二
月
四
日　

午
後
一
時

　

一　

場
所　

横
浜
聯
隊
区
司
令
部

　
　
　
　
　

（
横
浜
市
中
区
老
松
町
野
山
公
園

　
　
　
　
　
　

省
線
桜
木
町
駅
下
車
徒
歩
約
十
五
分
）（47
）

当
日
、
国
民
兵
役
の
兵
籍
編
入
に
伴
う
業
務
内
容
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
、
こ
の
翌
日
の
一
二
月
五
日
に
、
青
野
原
村
長
か
ら
村
民
五
十
三
名
に
対
し

て
左
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

野
発
第
五
二
〇
号

　
　

昭
和
十
六
年
十
二
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
原
村
長

　
　
　
　
　
　

□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　

外
五
十
二
名　

殿

　
 

本
年
十
一
月
十
五
日
勅
令
及
陸
軍
省
令
ヲ
以
テ
兵
役
法
施
行
令
同
施
行
規

則
、
陸
軍
武
官
服
役
令
、
同
施
行
細
則
、
陸
軍
召
集
規
則
等
ガ
改
正
セ
ラ

レ
国
民
兵
モ
予
備
役
、
補
充
兵
役
ニ
在
ル
者
ト
同
様
ニ
充
員
（
臨
時
）
召

集
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
左
記
事
項
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
大
至

急
届
出
相
成
度
（
当
役
場
ヘ
）
為
念
御
注
意
申
上
候
也

裕
の
あ
る
も
の
で
、
日
露
戦
争
時
の
第
一
国
民
兵
召
集
の
よ
う
な
兵
力
需
要
の

切
迫
に
よ
る
対
応
と
は
や
や
異
な
る
と
い
え
よ
う
。

三
　
国
民
兵
召
集
の
た
め
の
準
備

│
町
村
な
ど
で
の
動
き

│

　

︵
一
︶
第
二
国
民
兵
の
異
動
管
理
︵
兵
籍
編
入
︶

上
記
の
よ
う
な
、
国
民
兵
の
召
集
準
備
の
段
取
り
は
末
端
の
町
村
で
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
青
野
原
村
役
場
の
兵
事
書
類
を
も
と
に
、

聯
隊
区
司
令
部
や
、
司
令
部
と
町
村
役
場
の
中
間
の
位
置
に
あ
っ
た
警
察
署
の

動
向
を
も
含
め
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。（
青
野
原
村
は
、
神
奈
川
県
西

部
、
丹
沢
山
塊
の
北
側
に
位
置
し
、
西
は
青
根
村
、
東
は
青
山
村
、
南
は
鳥
屋

村
、
北
は
道
志
川
に
接
す
る
河
岸
段
丘
の
村
で
あ
る
。
昭
和
恐
慌
後
、
経
済
更

生
指
定
町
村
に
指
定
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
か
ら
は
満
洲
に
分
村
移
民
を
行
っ
て

い
る
。
一
九
三
五
年
時
点
の
世
帯
数
は
三
五
六
、
人
口
は
一
八
三
〇
名
で
あ
っ

た
。
一
九
五
五
年
の
合
併
に
よ
り
津
久
井
町
に
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
に

相
模
原
市
に
編
入
さ
れ
た
。）

第
二
国
民
兵
を
召
集
す
る
た
め
に
は
、
第
二
国
民
兵
を
兵
籍
に
編
入
し
、
そ

の
動
静
を
掌
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
前
述
の
一
九
四
一
年
一
一
月

一
五
日
の
陸
軍
省
令
や
陸
達
に
も
と
づ
い
て
、
聯
隊
区
司
令
部
か
ら
指
示
が
な

さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
町
村
役
場
で
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

横
浜
聯
隊
区
司
令
官
は
、
兵
役
法
施
行
規
則
な
ど
の
改
正
か
ら
二
週
間
後
の

一
九
四
一
年
一
一
月
三
〇
日
に
、
各
町
村
長
宛
に
下
記
の
よ
う
に
、
国
民
兵
役

下
士
官
兵
の
兵
籍
編
入
業
務
を
指
示
す
る
た
め
、
兵
事
主
任
を
聯
隊
区
司
令
部

に
派
遣
す
る
よ
う
通
知
し
た
。

　

至
急
〔
赤
の
ス
タ
ン
プ
印
〕
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青
野
原
村
役
場
の
「
昭
和
十
七
年
度
国
民
兵
簡
閲
点
呼
計
画
表
」（
49
）
に
は

第
一
国
民
兵
十
三
名
、
第
二
国
民
兵
五
十
五
名
（
前
掲
の
表
③
の
数
値
と
同

数
）
と
あ
る
の
で
、
村
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
た
こ
の
五
十
三
名
は
、
第
二
国

民
兵
役
に
該
当
す
る
人
々
で
あ
ろ
う
。
指
示
内
容
は
、
お
お
よ
そ
兵
役
法
施
行

規
則
改
正
の
付
則
部
分
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
召
集

対
象
に
加
え
ら
れ
た
第
二
国
民
兵
該
当
者
の
動
静
の
把
握
が
進
め
ら
れ
た
。

　

︵
二
︶
第
二
国
民
兵
召
集
の
準
備
と
し
て
の
一
九
四
二
年
度
簡
閲
点
呼

第
二
国
民
兵
役
の
「
召
集
準
備
ヲ
整
フ
ル
ヲ
目
的
」
と
す
る
一
九
四
二
年
度

簡
閲
点
呼
に
つ
い
て
、
横
浜
聯
隊
区
司
令
官
は
一
九
四
二
年
二
月
一
九
日
付

で
、
中
野
警
察
署
長
に
宛
て｢

予
備
役
下
士
官
兵
、
補
充
兵
ノ
点
呼
業
務
ハ
取

止
メ
、
第
一
、
第
二
国
民
兵
ノ
点
呼
執
行
」
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
二
月

二
七
日
付
け
で
、
第
二
国
民
兵
も
在
郷
軍
人
に
な
っ
た
こ
と
を
通
知
し
、
三
月

七
日
付
で
、「
第
二
国
民
兵
タ
ル
参
会
者
ニ
ハ
特
ニ
本
年
ニ
限
リ
軍
隊
手
帳
ヲ

交
付
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ニ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
所
要
部
数
」
を
記
入
し
て
提
出
す

る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
中
野
警
察
署
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
月
二
五
日
付
け
、
三

月
四
日
付
け
、
三
月
一
一
日
付
け
で
、
管
下
各
町
村
長
宛
に
通
知
し
て
い
る

（
50
）。こ

れ
ら
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
青
野
原
村
兵
事
主
任
は
「
国
民
兵
役
下

士
官
、
兵
諸
君
ニ
注
意
」
と
い
う
文
書
を
発
し
て
い
る
（
発
信
日
の
記
載
は
な

い
が
、
一
九
四
二
年
三
月
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）。
こ
れ
ま
で
の
論
述
と
重

複
す
る
が
、
第
二
国
民
兵
に
対
す
る
直
接
の
指
示
文
書
で
あ
る
の
で
、
全
文
引

用
す
る
。

　
　
　

国
民
兵
役
下
士
官
、
兵
諸
君
ニ
御
注
意

　

 

昨
年
十
一
月
十
五
日
以
降
兵
役
法
施
行
令
其
他
諸
規
則
ニ〔
マ
マ
〕ノ

改
正
又
ハ
制

　
　
　

 

国
民
兵
ト
ハ
第
一
国
民
兵
及
第
二
国
民
兵
（
昭
和
六
年
以
降
ノ
徴
集

免
除
者
「
丙
種
合
格
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、 
十
一
月
十
五
日
ニ
於
テ
現
ニ
帝
国
外
（
関
東
州
、
満
州
国
、
支
那
、

香
港
又
ハ
澳
門
ヲ
除
ク
）
ニ
旅
行
又
ハ
在
留
中
ノ
者
ハ
至
急
其
旨
届

出
ヲ
要
ス

　

二
、 

国
民
兵
ニ
シ
テ
十
一
月
十
五
日
、
現
ニ
朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
州
、
満

州
国
、
支
那
、
香
港
又
ハ
澳
門
ニ
在
留
ス
ル
者
ハ
三
十
日
以
内

（
十
二
月
十
五
日
迄
）
ニ
之
ヲ
届
出
ル
コ
ト

　

三
、 

国
民
兵
ニ
シ
テ
十
一
月
十
五
日
現
ニ
船
舶
国
籍
証
書
ヲ
有
ス
ル
船
舶

ノ
船
員
タ
ル
者
ハ
三
十
日
以
内
（
十
二
月
十
五
日
迄
）
ニ
之
ヲ
届
出

ル
コ
ト

　

四
、 

国
民
兵
ニ
シ
テ
十
一
月
十
五
日
以
前
ニ
於
テ
医
師
免
許
証
、
薬
剤
師

免
許
証
、
歯
科
医
師
免
許
証
又
ハ
獣
医
師
免
許
証
ヲ
下
付
セ
ラ
レ
タ

ル
者
ハ
三
十
日
以
内
（
十
二
月
十
五
日
迄
）
ニ
之
ヲ
届
出
ル
コ
ト

（
取
リ
ア
ヘ
ズ
登
録
年
月
日
、
及
登
録
番
号
ヲ
急
報
シ
テ
下
サ
イ
）

　

五
、 

自
動
車
運
転
手
免
許
証
ヲ
有
ス
ル
者
モ
右
ニ
倣
ヒ
「
小
型
又
ハ
普
通

自
動
車
ノ
別
」
登
録
（
免
許
）
年
月
日
、
登
録
番
号
ヲ
至
急
役
場
ニ

通
報
ス
ル
コ
ト

　

六
、 

不
治
性
、
難
治
性
、
精
神
系
又
ハ
胸
部
疾
患
ア
ル
者
ハ
此
旨
至
急
当

役
場
ヘ
通
報
ノ
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　

 

尚
必
要
ナ
ル
ニ
付
現
在
従
事
ス
ル
職
業
（
単
ニ
職
工
又
ハ
会
社
員
等

ト
記
サ
ズ　

何
々
工
又
ハ
何
会
社
事
務
員
等
ノ
如
ク
出
来
ル
ダ
ケ
詳

シ
ク
書
イ
テ　

役
場
迄
至
急
通
報
シ
テ
下
サ
イ（
48
）
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１
、 

第
一
国
民
兵
役
ノ
下
士
官
兵
及
昭
和
六
年
度
以
降
徴
兵
終
結
処
分

ヲ
行
ヒ
タ
ル
第
二
国
民
兵
ニ
付
テ
ハ
昭
和
十
七
年
度
ニ
於
テ
其
ノ

全
員
ニ
付
簡
閲
点
呼
ヲ
行
ハ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
ナ
ル

　
　

２
、
右
同
規
則
中
「
点
呼
ハ
半
日
間
」
ト
ア
ル
ヲ
「
一
日
間
」
ト
改
ム

　
　

３
、 

寄
留
地
ニ
於
テ
簡
閲
点
呼
ニ
参
会
ヲ
希
望
ス
ル
者
ハ
召
集
規
則
第

百
五
十
条
ニ
依
リ
三
月
三
十
一
日
迄
ニ
寄
留
地
ノ
聯
隊
区
司
令
官

ニ
寄
留
地
ノ
市
町
村
長
ヲ
経
由
シ
、「
寄
留
地
簡
閲
点
呼
参
会

願
」
ヲ
提
出
ス
ル
コ
ト

　
　
　

（ 

上
司
ニ
員
数
報
告
ノ
タ
メ
必
要
ニ
付
寄
留
地
参
会
ヲ
希
望
ス
ル
者

ハ
私
マ
デ
来
ル
二
十
日
迄
ニ
御
知
ラ
セ
下
サ
イ
）

（
四
）
帝
国
在
郷
軍
人
会
規
程
中
改
正
（
二
月
十
六
日
陸
軍
省
令
一
号
）

　
　

１
、 

第
二
国
民
兵
（
徴
兵
終
結
処
分
未
済
者
ヲ
除
ク
）
モ
在
郷
軍
人
会

ニ
必
ズ
入
会
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
ッ
タ
（
住
所
地
ノ
分
会
ヘ
入
会
ス
ル

ヲ
原
則
ト
ス
）　

第
一
国
民
兵
ハ
従
前
ヨ
リ
入
会
シ
テ
居
ル
筈

　

 

以
上　

概
略
ヲ
記
録
シ
マ
シ
テ
御
参
考
ニ
供
シ
マ
ス　

御
不
明
ノ
点
ハ
所

在
地
ノ
市
区
役
所
ニ
行
ッ
テ
聞
ク
ナ
リ　

私
ヘ
御
照
会
下
サ
ル
ナ
リ
シ
テ

　

諸
手
続
キ
ニ
遺
憾
ノ
ナ
イ
様
ニ
願
ヒ
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
原
村
兵
事
主
任

　
　
　
　

国
民
兵
役
下
士
官
、
兵
各
位（
51
）

一
九
四
一
年
一
一
月
か
ら
一
九
四
二
年
二
月
ま
で
に
発
令
さ
れ
た
、
第
二
国

民
兵
召
集
に
関
わ
る
勅
令
、
陸
軍
省
令
に
も
と
づ
い
て
、
一
二
項
目
に
わ
た
っ

て
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
召
集
対
象
と
な
っ
た
第
二
国
民
兵
に
と
っ
て
も
、

召
集
業
務
を
担
当
す
る
町
村
役
場
に
と
っ
て
も
、
新
た
に
求
め
ら
れ
た
業
務
は

多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。（
ち
な
み
に
、
一
九
四
三
年
に
一
九
三
〇

年
以
前
に
徴
兵
検
査
を
受
け
た
第
二
国
民
兵
も
召
集
す
る
こ
と
と
し
た
際
、
陸

定
セ
ラ
レ
国
民
兵
ノ
取
扱
ヒ
ガ
改
メ
ラ
レ
マ
シ
タ

（
一
） 

兵
役
法
施
行
令
並
同
施
行
規
則
ノ
改
正
（
十
一
月
十
五
日
勅
令
第

九
七
一
号
、
陸
軍
省
令
第
五
号
）

　
　

１
、 
国
民
兵
（
第
一
、
第
二
）
ガ
、
予
備
役
、
補
充
兵
役
ニ
在
ル
者
ト

同
様
ノ
取
扱
ヒ
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ト
ナ
ッ
タ

　
　

２
、 

国
民
兵
ニ
シ
テ
医
師
、
薬
剤
師
、
歯
科
医
師
、
獣
医
師
ノ
免
許
証

ヲ
所
持
ス
ル
者
（
自
動
車
運
転
免
許
証
モ
）
ハ
届
出
ヲ
要
ス
ル

（
将
来
所
持
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
者
モ
届
出
ル
）

　
　

３
、 

国
民
兵
ニ
シ
テ
所
在
不
明
ノ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
戸
主
ヨ
リ
其
旨
届

出
ル
コ
ト

　
　

４
、 

疾
病
傷
痍
等
ノ
タ
メ
現
ニ
服
役
ニ
堪
エ
ザ
ル
者
ハ
医
師
ノ
診
断
書

（
様
式
ノ
定
メ
ア
リ
）
ヲ
添
ヘ
兵
役
免
除
ノ
願
出
ヲ
ナ
シ
其
ノ
処

分
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

（
二
）
陸
軍
召
集
規
則
改
正
（
十
一
月
十
五
日
陸
軍
省
令
第
五
四
号
）

　
　

１
、 

国
民
兵
モ
予
備
兵
、
補
充
兵
ト
同
様
充
員
、
臨
時
召
集
ニ
ヨ
ッ
テ

召
集
サ
レ
ル
コ
ト
ト
ナ
ッ
タ

　
　

２
、 

従
テ
第
二
国
民
兵
ハ
応
召
準
備
ヲ
ナ
ス
ト
共
ニ
身
上
異
動
等
ニ
ツ

イ
テ
ハ
直
チ
ニ
届
出
（
戸
籍
、
寄
留
法
ノ
届
出
）
ヲ
ナ
ス
コ
ト

　
　

３
、 

常
ニ
所
在
ヲ
明
カ
ニ
シ
外
国
ニ
旅
行
又
ハ
在
留
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ

出
発
前
本
籍
地
ノ
市
町
村
長
ヲ
経
由
シ
テ
聯
隊
区
司
令
官
ニ
届
出

ル
コ
ト

　
　

４
、 

全
戸
出
寄
留
者
ハ
召
集
通
報
人
ヲ
定
メ
テ
届
出
ル
コ
ト
（
村
長

ヘ
）

（
三
） 

昭
和
十
七
年
度
簡
閲
点
呼
ニ
関
ス
ル
件
制
定
（
二
月
十
八
日
陸
軍
省

令
八
号
）
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軍
は
「
こ
の
度
の
改
正
は
、
昭
和
一〔
マ
マ
〕五
年
十
一
月
の
改
正
の
と
き
に
当
然
同
時

に
行
は
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
聯
隊
区
司
令
部
、
市
町
村
等
の
事

務
量
な
ど
を
考
慮
し
て
、
当
時
は
昭
和
六
年
以
降
に
徴
兵
検
査
を
受
け
た
も
の

だ
け
に
限
定
」
し
た
と
し
て
い
る
。『
週
報
』
第
三
六
三
号
、
一
九
四
三
年
九

月
二
九
日
、
二
一
頁
）。

横
浜
聯
隊
区
司
令
部
で
は
、
一
九
四
二
年
四
月
五
日
付
け
の
「
昭
和
十
七
年

度
簡
閲
点
呼
実
施
要
領
案
」（
資
料
①
）
を
作
成
し
（
五
月
二
〇
日
付
で
「
昭

和
一
七
年
度
簡
閲
点
呼
執
行
要
領
」）、
同
文
書
は
四
月
一
三
日
付
け
で
、
中
野

警
察
署
長
か
ら
管
下
各
町
村
長
宛
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
実
施
要
領
案
」
に
よ
る
と
点
呼
は
、「
問
診
」（「
健
康
調
査
」）、「
職

業
調
査
」
が
中
心
で
あ
り
、
在
郷
軍
人
を
対
象
と
し
た
通
常
の
点
呼
と
は
異
な

る
。
医
官
が
「
問
診
」
を
担
当
し
、「
全
身
裸
体
」
で
の
健
康
調
査
が
あ
る
な

ど
、
徴
兵
検
査
を
連
想
さ
せ
る
。

四
月
七
日
に
は
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
横
浜
支
部
長
か
ら
連
合
分
会
長
と
分
会

長
宛
に
「
簡
閲
点
呼
実
施
要
領
案
送
付
ノ
件
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の

「
実
施
要
領
案
」
を
、
簡
閲
点
呼
に
む
け
た
第
二
国
民
兵
を
対
象
と
す
る
予
習

教
育
時
の
参
考
と
し
て
送
付
し
た
の
で
あ
る
が
、「
追
テ
」
と
い
う
事
項
で
、

「
諸
調
査
資
料
獲
得
」
と
あ
わ
せ
て
、「
健
康
調
査
ニ
ツ
キ
テ
ハ
左
記
健
康
調
査

要
領
」
に
よ
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
実
施
要
領
案
」
中
の
「
健

康
調
査
要
領
」
に
該
当
し
よ
う
。

　

 

追
テ
予
習
教
育
実
施
ノ
際
ハ
可
成
諸
調
査
資
料
獲
得
ニ
務
メ
ラ
レ
度
為
念

　

尚
健
康
調
査
ニ
ツ
キ
テ
ハ
左
記
健
康
調
査
要
領
ニ
依
ラ
レ
度

　
　
　
　
　
　
　
　

左
記

　

一
、
甲
ト
ス
ベ
キ
モ
ノ

　
　

（
１
） 

体
格
栄
養
共
ニ
良
好
ニ
シ
テ
疾
病
其
ノ
他
身
体
又
ハ
精
神
ニ
異

（21）

資料①

　考　備 解
散

試
問

講
演

訓
示

終
了
宣
言

健
康
調
査

学
科

昼
食
休
憩

職
業
調
査

術　

科

休
憩

呼
名
点
検

問　
　
　

診

奉
公
袋
検
査

整
列
場
移
動

補
助
官
付
属
下
士
官

助
手
任
命
紹
介

勅
諭

　
　
　

奉
読

勅
語

点
呼
開
始
宣
言

課
目 針方

　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
度
簡
閲
点
呼
実
施
要
領
案　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
連
隊
区
司
令
部

一
各
自
ニ
点
呼
名
簿
ノ
番
号
札
（
厚
紙
五
糎
角
ニ
算
用
数
字
ニ
テ
記
入
）
左
胸
部
ニ
付
セ
シ
ム

一
健
康
度
丙
（
要
診
断
者
）
ハ
右
小
指
ニ
赤
テ
ー
プ
ヲ
結
着
セ
シ
ム

一
日
当
受
領
証
ノ
捺
印
ハ
集
合
受
付
ノ
際
休
憩
時
等
ヲ
利
用
シ
実
施
ス

一
第
一
第
三
整
列
場
ハ
通
常
屋
内
ト
ス

一
点
呼
予
習
教
育
ノ
回
数
ヲ
点
呼
名
簿
番
号
札
ノ
下
ニ
適
宜
ノ
方
法
デ
表
示
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
年
度
ニ
於
ケ
ル
簡
閲
点
呼
ハ
国
民
兵
召
集
実
施
並
充
用
上
必
要
ナ
ル
調
査
特
ニ
職
業
特
有
ノ
技
能
身
材
及
健
康
ニ
関
ス

ル
調
査
ヲ
行
フ
ト
共
ニ
在
郷
間
及
応
召
時
ニ
於
テ
直
接
必
要
ナ
ル
事
項
ニ
付
点
検
査
閲
ヲ
教
導
ス

場列整一第 場列整三第 場列整二第 場列整一第 所場

14：10
↓

15：10

12：10
↓

14：10

11：10
↓

12：10

8：45
↓

11：00

8：35
↓
8：45

8：30
↓
8：35

8：10
↓
8：30

8：00
↓
8：10

経
過

1：00 2：00 1：00 2：00 2：10 2：00 0：10 0：05 0：20 0：10 時
間

所
要

一
軍
隊
手
帳
日
当
交
付

一
解
散
ヲ
命
ス

一
時
局
認
識
及
勅
諭
勅
語
戦
陣
訓
服
役
応
召
心
得
等
ニ
付
執
行
官
実
施
ス

一
訓
示

一
賞
詞
訓
戒

一
終
了
宣
言
、
執
行
官
挨
拶

一
在
郷
軍
人
会
歌
合
唱

一
健
康
調
査
学
科
ノ
二
区
隊
ニ
区
分
ス

一
健
康
調
査
ハ
執
行
官
（
医
官
）
之
ヲ
行
フ

一 

動
員
時
ノ
健
康
調
査
ニ
準
シ
全
身
裸
体
ト
シ
令
状
記
載
事
項
及
問
診
ノ
結
果
ヲ
斟

酌
シ
健
康
度
調
査
要
領
ニ
依
リ
健
康
度
ヲ
判
定
ス

一
要
診
断
者
ハ
別
室
ニ
集
合
セ
シ
メ
診
断
判
定
ス

一 

学
科
ハ
主
ト
シ
テ
精
神
問
題
時
局
認
識
服
役
召
集
及
応
召
時
ノ
心
得
等
ニ
付
補
助

官
ヲ
シ
テ
行
ハ
シ
ム

一
要
ス
レ
バ
町
村
連
名
ニ
日
当
ノ
受
領
印
ヲ
徴
ス

一
呼
名
点
検
問
診
職
業
調
査
術
科
ノ
三
区
隊
ニ
区
分
シ
同
時
実
施
ス

　

呼
名
点
検
、
問
診
ハ
執
行
官
（
医
官
）
之
ヲ
行
フ

一
呼
名
点
検
ハ
先
助
手
ヲ
行
ヒ
次
テ
一
般
参
会
者
ニ
移
ル

一 

問
診
ハ
医
官
ア
ル
場
合
ハ
医
官
（
医
免
所
持
者
地
方
医
師
ヲ
含
ム
）
ヲ
シ
テ
実
施

セ
シ
ム
特
ニ
令
状
記
入
事
項
健
康
調
査
要
領
ニ
留
意
ス

一 

職
業
調
査
ハ
町
村
吏
員
及
助
手
ヲ
シ
テ
職
業
調
査
表
ニ
基
キ
現
在
及
既
往
ノ
職
業

ヲ
調
査
ス
要
ス
レ
ハ
令
状
記
載
ノ
モ
ノ
ヲ
訂
正
ス

一
奉
公
袋
内
容
ノ
検
査
時
所
要
試
問
ヲ
行
フ

一 

術
科
ハ
主
ト
シ
テ
不
動
姿
勢
敬
礼
速
歩
行
進
（
第
一
国
民
兵
ニ
ハ
要
ス
レ
ハ
射
撃

姿
勢
ヲ
行
フ
」）
ヲ
基
準
ト
シ
テ
補
助
官
之
ヲ
行
フ

一 

奉
公
袋
検
査
時
半
裸
体
ト
シ
テ
外
貌
検
査
シ
健
康
調
査
ヲ
補
足
ス
（
執
行
官
（
医

官
））
之
ヲ
行
フ

一
第
一
整
列
場
屋
内
ノ
場
合

一
成
ル
ベ
ク
時
間
ヲ
短
縮
ス

一
参
会
者
第
一
国
民
役
下
士
官
兵
ヲ
以
テ
助
手
ト
ス

一
参
会
者
中
、
医
免
所
持
者
及
衛
生
部
下
士
官
兵
ハ
健
康
調
査
ニ
任
セ
シ
ム

明
治
十
五
年
下
賜
勅
諭

昭
和
元
年
下
賜
勅
諭　
　
　

執
行
官
奉
読
ス

大
正
三
年
下
賜
勅
諭

昭
和
十
六
年
下
賜
勅
諭

執
行
官
之
ヲ
行
フ

実
施
要
領

出典：青野原村役場「昭和十七年　兵事書類」
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は
同
年
一
一
月
七
日
に
、「
第
一
次
簡
閲
点
呼
ノ
際
所
在
不
明
不
参
者
ニ
シ
テ

其
後
発
見
セ
ル
モ
ノ
」
や
「
疾
病
不
参
者
ニ
シ
テ
現
時
恢
復
セ
ル
モ
ノ
」
等
の

「
簡
閲
点
呼
未
済
者
」
を
対
象
と
し
て
、
第
二
次
簡
閲
点
呼
を
実
施
し
て
い 

る（
54
）。

本
章
は
、
第
二
国
民
兵
の
兵
籍
編
入
や
、
召
集
準
備
と
し
て
の
一
九
四
二
年

度
簡
閲
点
呼
が
、
町
村
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
を
示
し
た
。

史
料
紹
介
的
な
内
容
に
な
っ
た
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
召
集
準
備
の
た

め
に
国
民
兵
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
簡
閲
点
呼
は
、
事
実
上
、
陸
軍
が
拒
否

し
て
い
た
再
徴
兵
検
査
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
の

よ
う
な
準
備
を
経
て
、
一
九
四
三
年
か
ら
第
二
国
民
兵
の
召
集
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

四
　
第
二
国
民
兵
召
集
の
拡
大

青
野
原
村
で
、
第
二
国
民
兵
が
最
初
に
召
集
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
三
年
四

月
の
こ
と
で
あ
る
。
四
月
六
日
交
付
の
召
集
令
状
二
通
の
内
の
一
通
が
第
二
国

民
兵
で
、
召
集
部
隊
は
千
葉
県
の
片
岡
部
隊
で
あ
っ
た
。
表
④
は
、
一
九
三
九

年
以
後
の
役
種
別
の
召
集
者
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
青
野
原
村
に

お
け
る
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
、
一
九
四
三
年
六
名
、
一
九
四
四
年
一
五
名
、

一
九
四
五
年
一
八
名
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
の
召
集
者
は
三
五
名
な
の
で
、

半
数
強
が
第
二
国
民
兵
で
あ
り
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
「
少
数
ナ
リ
ト
モ
」

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

第
二
国
民
兵
の
応
召
者
の
合
計
は
三
九
名
で
あ
る
が
、
こ
の
数
値
に
つ
い

て
、
若
干
検
討
し
た
い
。
さ
き
に
一
九
三
一
年
徴
集
か
ら
一
九
四
一
年
徴
集
ま

で
の
青
野
原
村
の
第
二
国
民
兵
の
推
移
を
示
し
た
表
③
を
検
討
し
た
際
に
、
日

状
ナ
キ
モ
ノ

　
　

（
２
） 

現
ニ
疾
病
其
ノ
他
身
体
又
ハ
精
神
ノ
異
状
ア
ル
モ
治
療
ニ
依
リ

治
癒
シ
得
ル
モ
ノ
。
及
治
癒
セ
サ
ル
モ
其
程
度
軽
ク
シ
テ
兵
業

ニ
妨
ケ
ナ
シ
ト
認
ム
ル
モ
ノ

　
　
　

 
例
之
「
ト
ラ
ホ
ー
ム
」
中
耳
炎
皮
膚
病
「
ヘ
ル
ニ
ア
」
脱
肛
性
病
痔

吃
難
聴
近
視
瘢
痕
等

　

二
、
乙
ト
ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ

　
　
　

甲
丙
ニ
該
当
セ
ザ
ル
者
全
部

　

三
、
丙
ト
ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ

　
　
　

 

疾
病
其
他
身
体
又
ハ
精
神
ノ
異
状
ニ
依
リ
兵
業
ニ
堪
ヘ
ス
。
又
ハ
兵

業
ニ
著
シ
ク
妨
ア
ル
モ
ノ

　
　
　

例
之　

 

全
身
畸
形
、
白
痴
、
癩
、
両
眼
盲
、
両
耳
聾
、
肺
結
核
、
鼻

ノ
欠
損
、
唖
、
手
足
ノ
欠
損
短
縮
等（
52
）

右
の
丙
は
、
徴
兵
検
査
の
身
体
基
準
で
は
丁
種
（
不
合
格
）
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
「
ト
ラ
ホ
ー
ム
」
の
扱
い
を
考
え
る
と
、
一
九
四
〇
年

の
身
体
検
査
基
準
よ
り
も
更
に
緩
い
基
準
が
第
二
国
民
兵
の
健
康
調
査
に
お
い

て
適
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
新
た
な
基
準
で
の
再
徴
兵
検
査
と
い
え

よ
う
。

神
奈
川
県
内
で
は
一
九
四
二
年
度
の
簡
閲
点
呼
は
七
月
か
ら
八
月
に
実
施
さ

れ
た
。
青
野
原
村
の
場
合
、
点
呼
日
割
表
に
よ
る
と
、
近
隣
の
串
川
村
・
鳥
屋

村
・
青
根
村
を
加
え
四
村
で
、
七
月
一
一
日
に
、
青
野
原
村
国
民
学
校
で
実
施

さ
れ
た
。
青
野
原
村
の
場
合
、
点
呼
対
象
の
第
二
国
民
兵
は
五
五
名
で
あ
っ
た

が
、
簡
閲
点
呼
令
状
の
交
付
は
四
四
通
で（
53
）、
一
一
名
分
少
な
い
が
、
そ
の

事
情
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

な
お
、
簡
閲
点
呼
へ
の
不
参
者
が
多
か
っ
た
の
か
、
横
浜
聯
隊
区
司
令
部
で

（22） 81
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中
戦
争
以
前
の
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
の
年
平
均
七
名
の
第
二
国

民
兵
の
う
ち
五
名
は
、
日
中
戦
争
以
後
の
基
準
だ
と
現
役
徴
集
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
一
九
四
二
年
度
の
簡
閲
点
呼
に
お
け
る
健
康
調
査
は

一
九
四
〇
年
の
徴
兵
標
準
に
基
づ
く
も
の
と
推
定
し
た
。
そ
う
す
る
と
第
二
国

民
兵
の
召
集
者
三
九
名
の
大
部
分
は
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
六
年
度
ま

で
の
五
名
×
六
年
度
分
の
三
〇
名
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
一
九
四
三
年
に
は
一
九
三
〇
年
以
前
に
徴
兵
終
結
処
分
を
行
っ
た
第
二

国
民
兵
も
召
集
対
象
に
加
わ
っ
て
お
り
、
召
集
対
象
の
母
数
は
か
な
り
増
大
し

た
と
推
定
さ
れ
、
事
実
一
九
三
〇
年
徴
集
の
第
二
国
民
兵
の
召
集
も
確
認
で
き

る
（
一
九
四
四
年
十
二
月
四
日
令
状
交
付
）。
ま
た
戦
時
召
集
延
期
な
ど
の
総

動
員
（
労
働
力
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

主
に
召
集
さ
れ
た
の
は
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
第
二
国
民
兵
と
な
っ
た
人
々
で

あ
ろ
う
。
陸
軍
は
、
国
民
か
ら
の
兵
役
負
担
の
平
等
を
求
め
た
再
徴
兵
検
査
要

求
は
拒
否
し
た
も
の
の
、
現
実
に
は
健
康
調
査
を
中
心
と
す
る
簡
閲
点
呼
を
通

し
て
、
該
当
す
る
人
々
を
根
こ
そ
ぎ
召
集
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
帰
結
は
、
第
二
国
民
兵
を
「
少
数
ナ
リ
ト
モ
」
召
集
す
る
こ
と
で

国
民
の
不
満
を
「
一
掃
」
し
よ
う
と
し
た
一
九
四
一
年
当
時
の
陸
軍
の
考
え
と

は
齟
齬
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
第
二
国
民
兵
の
召

集
拡
大
は
、
陸
軍
が
想
定
し
て
い
た
動
員
兵
力
の
上
限
で
あ
る
三
五
〇
万
人

を
、
一
九
四
三
年
秋
頃
に
超
過
し
、
拡
大
を
続
け
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

し
か
し
こ
こ
で
は
着
目
し
た
い
の
は
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
先
で
あ
る
。
表

④
に
示
し
た
よ
う
に
、
召
集
さ
れ
た
第
二
国
民
兵
三
九
名
中
、
一
七
名
の
召
集

部
隊
は
横
須
賀
海
兵
団
で
あ
る
。
海
軍
（
横
須
賀
海
兵
団
）
へ
の
召
集
は
二
一

名
で
、
第
二
国
民
兵
以
外
で
は
一
九
四
四
年
の
第
二
補
充
兵
役
四
名
の
み
で
あ

（23）

備考： 拙稿「神奈川県津久井郡青野原村役場の「動員日誌」（昭和12年～20年）」p.96。青野原村役場
「動員日誌」より作成。後備兵役は1941年11月に廃されて、予備役に統合。（　）の数値は海軍
（横須賀海兵団）への召集数（内数）。

表④　召集役種の年次別推移（青野原村）

年＼役種 予備役 後備兵
役

第一補
充兵役

第二補
充兵役

第一国
民兵役

第二国
民兵役
（a）

不明 合計
（b） a/b

1939年 2 2 7 2 － － 1 14 0

1940年 2 1 3 1 － － － 7 0

1941年 3 － 6 － － － 23 32 0

1942年 8 7 8 － － － 23 0

1943年 6 10 6 － 6（2） － 28（2） 21.4

1944年 16 7 8（4） － 15（9） － 46（13） 32.6

1945年 5 3 5 4 18（6） － 35（6） 51.4

合計 42 43 30（4） 4 39（17） 24 185（21） 21.1
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二
国
民
兵
が
中
心
で
あ
っ
て
、
年
長
の
第
二
国
民
兵
で
は
な
い
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。
結
局
、
一
九
四
三
年
三
月
に
新
兵
徴
集
員
数
は
改
訂
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

の
後
の
協
定
に
よ
り
、
海
軍
兵
力
取
得
数
の
推
移
は
表
⑤
の
よ
う
に
な
る
。

当
初
、
一
九
四
三
年
度
の
海
軍
の
兵
員
取
得
数
は
一
〇
万
八
〇
〇
〇
名
で
、

そ
れ
に
占
め
る
補
充
兵
・
国
民
兵
は
二
万
名
（
一
八
、五
％
）
で
あ
っ
た
が
、

改
訂
さ
れ
た
も
の
で
は
二
〇
万
五
〇
〇
〇
名
で
補
充
兵
・
国
民
兵
は

八
万
四
〇
〇
〇
名
（
四
一
％
）、
一
九
四
四
年
度
は
五
二
万
三
〇
〇
〇
名
に
対

し
て
三
〇
万
名
（
五
七
、四
％
）、
一
九
四
五
年
度
は
五
六
万
五
〇
〇
〇
名
に
対

し
て
三
〇
万
名
（
五
三
、一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
補
充
兵
・
国
民
兵
が
兵
員

取
得
数
の
半
数
程
度
を
占
め
る
。
一
九
四
四
年
に
倍
加
し
た
徴
兵
や
、
こ
の
時

期
に
割
当
の
強
制
に
よ
っ
て
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
志
願
兵
よ
り
は
る
か
に
多

い
の
で
あ
る
。『
戦
史
叢
書　

海
軍
軍
戦
備
２
』
は
こ
の
推
移
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　

 

昭
和
十
九
年
度
徴
集
補
充
兵
又
は
第
二
国
民
兵
一
三
・
一
万
人
の
増
加
を

認
め
情
況
特
に
必
要
あ
る
と
き
は
総
数
一
〇
万
人
以
内
で
そ
の
都
度
協
議

の
う
え
、
補
充
兵
又
は
第
二
国
民
兵
を
繰
り
上
げ
召
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
九
年
二
月
以
降
陸
軍
未
教
育
補
充
兵
及
び
第
二
国
民
兵
は
既
協
定

の
補
充
兵
、
第
二
国
民
兵
を
含
む
総
数
六
〇
万
人
以
内
と
し
て
逐
次
召
集

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。（57
）

青
野
原
村
に
お
け
る
横
須
賀
海
兵
団
へ
の
召
集
が
、
第
二
補
充
兵
が
四
名
の

み
で
大
部
分
は
第
二
国
民
兵
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
表
⑥
の
補
充
兵
・

国
民
兵
の
大
部
分
は
、
第
二
国
民
兵
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
青
野
原

村
で
第
一
海
兵
団
に
召
集
さ
れ
た
一
七
名
中
、
徴
集
年
が
確
認
で
き
た
五
名
は

昭
和
五
年
徴
集
一
名
、
昭
和
六
年
徴
集
一
名
、
昭
和
七
年
徴
集
二
名
、
昭
和

一
一
年
徴
集
一
名
と
全
て
日
中
戦
争
以
前
の
徴
集
で
あ
っ
た（
58
）。
お
お
よ
そ

る
か
ら
、
海
軍
に
召
集
さ
れ
た
者
の
大
部
分
が
第
二
国
民
兵
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

戦
争
末
期
に
海
軍
へ
の
第
二
国
民
兵
の
召
集
が
拡
大
し
た
背
景
に
は
、

一
九
四
三
年
度
の
新
兵
徴
集
員
数
を
め
ぐ
る
陸
海
軍
省
間
の
対
立
が
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る（
55
）。
海
軍
が
、
兵
員
の
欠
乏
が
著
し
い
と
し
て
徴
兵
適
齢
の
低

下
を
要
求
し
、
こ
れ
に
対
し
て
陸
軍
が
抵
抗
し
た
も
の
の
、
結
局
、
徴
兵
適
齢

が
一
年
引
き
下
げ
ら
れ
、
一
九
四
四
年
に
満
二
〇
歳
と
満
一
九
歳
の
二
年
分
に

つ
い
て
徴
兵
検
査
を
実
施
し
て
、
徴
員
の
増
大
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
陸
軍
側
が
反
対
し
た
主
な
理
由
は
、
①
適
齢
低
下
は
一
時
的
な

効
果
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
②
在
学
徴
集
延
期
を
考
慮
す
る
と
、
徴
兵
適
齢
の
引

下
げ
は
労
務
者
を
徴
集
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
軍
需
生
産
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
で
あ
る
こ
と
、
③
兵
員
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
朝
鮮
人
・
台
湾
人
の
利
用

や
国
民
兵
の
利
用
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

③
の
国
民
兵
の
利
用
に
対
す
る
海
軍
側
の
反
応
は
、
海
軍
は
第
一
国
民
兵
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
召
集
済
み
で
あ
り
、「
召
集
し
得
る
在
郷
兵
力
は
極
度
に
枯

渇
し
無
理
押
し
し
て
召
集
せ
ん
と
し
て
も
僅
か
に
五
、〇
〇
〇
人
に
満
た
な

い
。
し
か
も
相
当
の
年
配
の
技
術
の
な
い
者
で
あ
る
か
ら
召
集
し
て
も
配
置
に

困
る
た
め
召
集
し
な
い
の
で
あ
る
。」
と
し
つ
つ
、
国
民
兵
の
召
集
に
つ
い

て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

国
民
兵
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
軍
事
能
力
の
あ
る
者
の
利
用

に
つ
い
て
は
充
分
に
好
意
を
持
っ
て
臨
む
も
の
で
あ
る
。（
略
）
軍
事
能

力
の
高
い
者
は
軍
隊
に
、
銃
後
活
動
に
適
す
る
者
は
銃
後
に
配
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
国
民
兵
の
う
ち
最
も
軍
事
能
力
の
高
い
者
は
青
年
で
あ

り
、
銃
後
活
動
に
最
も
有
用
な
る
者
は
壮
年
者
で
あ
る
。（56
）

海
軍
が
兵
力
と
し
て
期
待
し
て
い
る
国
民
兵
が
、
徴
集
終
結
処
分
以
前
の
第
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三
〇
代
で
あ
り
、
海
軍
が
求
め
た
若
年
の
国
民
兵
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
若
年

の
兵
員
獲
得
を
求
め
る
海
軍
に
対
し
て
、
陸
軍
は
そ
の
代
替
と
し
て
、
年
長
の

第
二
国
民
兵
で
の
補
充
を
求
め
、
そ
れ
が
実
際
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。お

わ
り
に

本
稿
の
内
容
を
、「
は
じ
め
に
」
で
示
し
た
課
題
に
即
し
て
整
理
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
一
九
二
七
年
兵
役
法
制
定
時
に
は
、
国
民
兵
召
集
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
は
予
備
役
な
ど
の
召
集
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
で
実

際
に
召
集
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
第
一
国
民
兵
で
あ
っ
て
、
丙
種

合
格
の
第
二
国
民
兵
に
つ
い
て
は
、
国
民
兵
召
集
の
対
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、

異
動
な
ど
の
管
理
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
明
治
期
に
お
い
て
も
国
民
兵
の
召
集

は
一
九
二
七
年
の
兵
役
法
体
制
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
日
露
戦
争
時
の
兵
力
不

足
の
な
か
で
国
民
兵
も
予
備
役
な
ど
と
同
様
に
召
集
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

た
だ
そ
れ
は
例
外
的
な
措
置
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
た
国
民
兵

は
第
一
国
民
兵
で
あ
っ
て
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
他
の
役
種
で
の
充
員
が
尽

き
た
場
合
と
さ
れ
て
お
り
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。②

一
九
四
一
年
一
一
月
の
兵
役
法
施
行
令
の
改
正
は
、
第
二
国
民
兵
を
予
備

兵
な
ど
ど
同
様
に
召
集
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
近
代
日
本
の
徴
兵

制
度
に
お
い
て
は
異
例
の
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
の
背
景
に
あ
っ
た
の

は
、
日
中
戦
争
以
後
の
兵
力
需
要
の
増
大
に
と
も
な
う
現
役
徴
集
率
の
増
大
、

「
徴
兵
標
準
」
の
緩
和
に
よ
り
、
国
民
の
間
か
ら
、
兵
役
負
担
の
公
平
化
と
い

（25）

出典： 木村美幸『日本海軍の志願兵と地域社会』（吉川弘文館、2022年）p.91。典拠は「陸海軍協定
海軍年度別兵員取得量」（『海軍省人事局関連史料（軍人養成関係）』）。

表⑤　陸海軍協定による海軍兵員取得数

取得年度 協定年月 志願兵 徴兵 補充兵・
国民兵　 合計

1943年① 1942年３月 35,000 53,000 20.000 108,000

43年② 1943年３月 68,000 53,000 84,000 205,000

44年　 1944年２月 100,000 123,000 300,000 523,000

45年　 1944年11月 89,000 176,000 300,000 565,000
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兵
で
の
補
充
を
求
め
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
。

以
上
の
本
稿
で
の
論
述
は
、
第
二
国
民
兵
召
集
を
め
ぐ
る
法
令
の
解
釈
と
、

村
兵
事
書
類
か
ら
明
ら
か
に
な
る
第
二
国
民
兵
召
集
の
統
計
的
な
処
理
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
軍
動
員
と
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
労
働
力
動
員
（
総
動
員
）
と

の
関
係
の
検
討
も
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
召
集
さ
れ
た
人
び
と
の

戦
争
体
験
や
家
族
の
生
活
に
つ
い
て
の
検
討
は
欠
落
し
て
い
る
。
応
召
し
た

個
々
人
に
即
し
た
検
討
も
必
要
で
あ
り
、
た
と
え
ば
下
記
の
よ
う
な
、
ア
ナ
キ

ス
ト
詩
人
秋
山
清
の
「
壮
行
」（
一
九
四
四
年
）
な
ど
も
、
検
討
の
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
を
期
し
た
い
。

　

 

安
田
末
吉
は
三
十
五
才
。
／
株
屋
の
店
員
か
ら　

徴
用
工
―
応
召
。
／
こ

の
飛
躍
は
／
米
軍
マ
ー
シ
ャ
ル
に
迫
る
／
緊
迫
と
軌
を
同
じ
う
す
る
。
／

ゆ
く
者
は
生
還
を
期
す
に
あ
ら
ず
。
／
し
か
も
壮
行
三
十
里
の
車
中
は
／

な
ご
や
か
な
談
笑
に
す
ぎ
た
。

　
　
　

（
略
）

　

 

家
の
な
か
は
ひ
っ
そ
り
と
し
た
団
欒
で
あ
っ
た
。
／
母
と
妻
と
七
歳
の
娘

と
／
明
日
か
ら
こ
の
さ
び
し
さ
に
親
し
む
だ
ろ
う
。（59
）

注（
１ 

）
拙
稿
「
資
料
紹
介　

神
奈
川
県
津
久
井
郡
青
野
原
村
役
場
の
「
動
員
日

誌
」（
昭
和
一
二
年
〜
二
〇
年
）
―
日
中
戦
争
期
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

期
に
お
け
る
動
員
の
推
移
―
」（『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』
第
一
一
二

輯
、
二
〇
二
二
年
三
月
）。
な
お
、
関
東
軍
特
種
演
習
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
資
料
紹
介　

関
東
軍
特
種
演
習
に
お
け
る
動
員
と
「
防
諜
」
―
神
奈
川
県

津
久
井
郡
青
野
原
村
役
場
の
動
員
関
係
資
料
か
ら
―
」（『
東
海
大
学
紀
要

文
学
部
』
第
一
一
一
輯
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
に
よ
る
。

う
観
点
に
よ
っ
て
、
従
来
の
丙
種
合
格
者
へ
の
徴
兵
再
検
査
論
が
台
頭
し
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
国
民
皆
兵
の
建
前
上
、
陸
軍
も
そ
う
し
た
声
を
無
視
で
き
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
日
露
戦
時
と
は
異
な
り
、
兵
力
需
要
の
切
迫
に
よ
っ
て
国
民

兵
を
召
集
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
兵
役
負
担
の
公
平
化
を
求
め
る
国
民

へ
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
、
一
部
で
あ
っ
て
も
第
二
国
民
兵
を
召
集
す
れ
ば
、

「〔
第
二
〕
国
民
兵
役
＝
兵
役
免
除
」
と
い
う
観
念
を
一
掃
で
き
る
と
期
待
し
た

こ
と
に
よ
る
。

③
第
二
国
民
兵
の
召
集
準
備
は
、
そ
れ
ま
で
第
二
国
民
兵
に
つ
い
て
は
参
会

の
対
象
外
で
あ
っ
た
簡
閲
点
呼
が
活
用
さ
れ
た
。
一
九
四
二
年
度
が
整
備
、

四
三
年
度
が
完
成
と
二
年
の
月
日
が
活
用
で
き
た
の
は
、
第
二
国
民
兵
の
召
集

が
切
迫
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、

国
民
兵
の
召
集
を
準
備
す
る
た
め
の
簡
閲
点
呼
は
、
陸
軍
が
拒
否
し
て
い
た
再

徴
兵
検
査
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

④
第
二
国
民
兵
の
召
集
は
一
九
四
三
年
か
ら
始
ま
り
、
青
野
原
村
で
の
事
例

で
は
一
九
四
五
年
に
は
召
集
者
の
半
数
を
第
二
国
民
兵
が
占
め
た
。
日
中
戦
争

以
前
に
「
徴
兵
終
結
処
分
を
受
け
た
第
二
国
民
兵
」
で
、
日
中
戦
争
後
の
現
役

徴
集
の
基
準
に
該
当
す
る
も
の
は
悉
く
召
集
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
事
態
は
一
九
四
一
年
の
兵
役
法
施
行
令
改
正
時
に
お
け
る
陸
軍
の
想
定
と
は

異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
一
九
四
三
年
秋
以
降
、
動
員
兵
力
が
陸
軍
の
上
限

と
し
た
三
五
〇
万
名
を
超
過
し
た
と
い
う
状
況
に
よ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
第
二
国
民
兵
の
召
集
先
の
多
く
が
海
軍
で
あ
り
、
一
九
四
三
年
度
の
新
兵

徴
集
員
数
を
め
ぐ
る
陸
海
軍
の
対
立
や
、
そ
の
語
の
海
軍
の
兵
力
取
得
数
の
お

よ
そ
半
分
が
「
補
充
兵
と
国
民
兵
」（
実
態
と
し
て
は
第
二
国
民
兵
）
で
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
そ
の
第
二
国
民
兵
は
年
長
者
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
陸
軍
は
海
軍
が
望
む
若
年
層
の
兵
員
要
員
に
対
し
て
、
年
長
の
第
二
国
民
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国
民
兵
が
占
め
る
比
重
が
大
き
い
。
な
お
、
か
く
い
う
筆
者
は
、『
上
越
市

史　

別
編
七　

兵
事
資
料
』
の
解
説
で
、
戦
争
末
期
に
召
集
対
象
が
第
二

国
民
兵
に
も
拡
大
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
国
民
兵
の
召
集
準
備
の
場
と
な

っ
た
の
が
、
簡
閲
点
呼
で
あ
っ
た
」（
三
〇
〜
三
一
頁
）
と
述
べ
、「
４　

国
民
兵
の
動
員
」
と
い
う
項
目
を
設
け
て
一
九
四
二
年
と
四
三
年
の
簡
閲

点
呼
な
ど
一
連
の
史
料
を
掲
出
し
た
も
の
の
（
四
一
九
〜
四
五
九
頁
）、

『
上
越
市
史　

通
史
編　

近
代
』
の
「「
根
こ
そ
ぎ
」
動
員
」
の
項
目
で
記

載
し
た
の
は
、
海
軍
志
願
兵
募
集
、
学
徒
出
陣
、
徴
兵
適
齢
の
引
き
下

げ
、
兵
役
年
限
の
延
長
に
と
ど
ま
り
、
や
は
り
第
二
国
民
兵
の
召
集
に
つ

い
て
は
言
及
で
き
て
い
な
い
（
六
二
〇
〜
六
二
一
頁
）。

（
３ 

）
加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本　

一
八
六
八
―
一
九
四
五
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
六
年
）
二
四
二
頁
。

（
４ 

）
一
九
二
七
年
法
律
第
四
十
七
号
兵
役
法
『
官
報
』
第
七
四
号
（
一
九
二
七

年
四
月
一
日
）。
な
お
、
同
法
第
六
十
条
で
は
、「
帰
休
兵
、
予
備
兵
、
後

備
兵
及
ビ
補
充
兵
ニ
対
シ
テ
ハ
毎
年
一
回
簡
閲
点
呼
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」

と
、
国
民
兵
は
簡
閲
点
呼
の
対
象
外
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め

一
九
四
二
年
の
兵
役
法
改
正
で
、
国
民
兵
に
つ
い
て
も
簡
閲
点
呼
の
対
象

と
な
る
。

（
５ 

）「
徴
兵
令
改
正
法
律
委
員
会
議
録
第
三
回　

一
九
二
七
年
三
月
七
日
」

（『
第
五
十
二
回
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』）
一
〇
頁
。

（
６ 
）「
徴
兵
令
改
正
法
律
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.

A14100093900

、「
公
文
類
聚　

昭
和
二
年
」
第
五
十
一
編
第
二
十
七
巻

（
国
立
公
文
書
館
）。

（
７ 

）
一
九
二
七
年
勅
令
第
三
百
三
十
号
兵
役
法
施
行
令
『
官
報
』
号
外

（
一
九
二
七
年
一
一
月
三
〇
日
）

（
２ 

）
例
え
ば
概
説
書
で
は
、
木
坂
順
一
郎
『
昭
和
の
歴
史
七　

太
平
洋
戦
争
』

（
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）
に
は
「
根
こ
そ
ぎ
動
員
と
強
制
連
行
」
と
い
う

項
目
が
あ
り
、
一
九
四
三
年
以
降
の
兵
力
の
激
増
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
示
さ
れ
る
の
は
、
朝
鮮
で
の
徴
兵
実
施
、
学
徒
出
陣
、
徴
兵
年

齢
の
二
〇
歳
か
ら
一
九
歳
へ
の
引
き
下
げ
、
兵
役
服
務
年
限
の
延
長
、
少

年
兵
募
集
、
そ
し
て
予
備
兵
と
補
充
兵
の
大
量
召
集
で
あ
っ
て
、
第
二
国

民
兵
の
召
集
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
大
江
志
乃
夫
『
昭
和
の
歴
史
三

　

天
皇
の
軍
隊
』（
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）
は
「
戦
時
兵
力
動
員
」
の
項

目
で
、
陸
海
軍
の
少
年
兵
の
制
度
、
在
営
期
間
の
延
長
、
朝
鮮
へ
の
特
別

志
願
兵
制
度
、
朝
鮮
・
台
湾
へ
の
強
制
徴
兵
制
度
実
施
に
つ
い
て
、
ま
た

「
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
で
学
徒
出
陣
、
徴
兵
年
齢
の
引
き
下
げ
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
や
は
り
第
二
国
民
兵
の
召
集
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
吉
田

裕
『
日
本
軍
兵
士
―
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
現
実
』（
中
公
新
書
、

二
〇
一
七
年
）
は
、
現
役
徴
集
率
の
増
大
、
徴
兵
適
齢
の
引
き
下
げ
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、「
体
格
が
劣
る
補
充
役
兵
や
年
齢
の
高
い
予
備
役
兵
や

国
民
兵
役
兵
の
召
集
も
拡
大
せ
ざ
る
得
な
く
な
っ
て
く
る
」
と
し
（
八
五

〜
八
七
頁
）、
さ
ら
に
中
国
戦
線
に
お
け
る
一
九
四
四
年
五
月
か
ら
一
二
月

の
作
戦
に
従
軍
し
た
人
物
の
回
顧
（「
補
充
員
は
た
く
さ
ん
来
た
。
そ
の
半

数
は
第
二
国
民
兵
の
未
教
育
兵
、
年
齢
も
三
十
歳
以
上
」）
を
引
用
し
て

「
弱
兵
」
の
増
加
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
八
八
〜
九
〇
頁
）、
兵
力
動
員
の

隘
路
を
打
開
す
る
に
は
、
植
民
地
民
衆
の
動
員
と
女
性
の
動
員
の
二
つ
の

道
し
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
軍
（
政
府
）
は
ど
ち
ら
に
も
消
極
的
で
あ

り
、
結
局
、
少
年
兵
に
依
存
し
た
と
し
て
い
る
。
軍
、
と
く
に
海
軍
が
、

少
年
兵
な
ど
、
若
年
層
を
重
視
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
本
稿
末
尾
で

論
述
す
る
よ
う
に
、
戦
争
末
期
に
お
け
る
海
軍
の
兵
力
拡
大
で
は
、
第
二
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（
22 
）
一
九
〇
五
年
勅
令
第
一
五
三
号
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
服
役
及
召
集
ニ

関
ス
ル
件
『
官
報
』
第
六
五
三
九
号
（
一
九
〇
五
年
四
月
二
一
日
）

（
23 
）「
国
民
兵
役
ニ
在
ル
者
ノ
服
役
及
召
集
方
」JA

C
A

R　

R
ef.

A01200239100

、「
公
文
類
聚　

明
治
三
八
年
」
第
二
九
編
第
一
六
巻
（
国

立
公
文
書
館
）

（
24 
）『
官
報
』
第
六
五
三
九
号
（
一
九
〇
五
年
四
月
二
一
日
）。
な
お
こ
の
陸

軍
省
令
第
八
号
の
付
則
で
異
動
な
ど
の
届
け
出
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

（
25 
）
前
掲
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
陸
軍
政
史
』
第
二
巻
、
三
三
七
頁
。

（
26
）
同
右
、
三
三
八
頁
。

（
27 
）
一
九
四
一
年
勅
令
第
九
七
一
号
兵
役
法
施
行
令
改
正
『
官
報
』
第

四
四
五
七
号
（
一
九
四
一
年
一
一
月
一
五
日
）。

（
28 
）「
兵
役
法
施
行
令
中
ヲ
改
正
ス
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ

ー
）R

ef.A02030322800

、「
公
文
類
聚　

昭
和
十
六
年
」
第
六
十
五
編
、

昭
和
十
六
年
・
第
百
七
巻
。

（
29 
）
兵
備
課
「
国
民
兵
召
集
ニ
関
ス
ル
改
正
ニ
就
テ
」（
閣
議
説
明
案
）、
注

（
28
）
に
同
じ
。

（
30 
）
同
右
。
な
お
、
兵
備
課
が
改
正
要
因
の
三
点
目
と
し
て
、「
併
セ
テ
軍
動

員
ト
総
動
員
ト
ノ
調
整
ニ
一
層
余
裕
ヲ
有
シ
得
ル
」
と
、
軍
動
員
（
兵
力

動
員
）
と
総
動
員
（
労
力
動
員
）
と
の
調
整
を
あ
げ
て
い
る
。

（
31 
）「
兵
役
法
の
改
正　

国
民
兵
の
召
集
等
に
関
す
る
兵
役
法
関
係
法
規
の
改

正
に
就
い
て　

陸
軍
省
」『
週
報
』
第
二
六
七
号
（
一
九
四
一
年
一
一
月

一
九
日
）
二
四
頁
。

（
32
） 
注
（
29
）
に
同
じ
。

（
33 
）
吉
田
前
掲
『
日
本
軍
兵
士
』
八
五
〜
八
六
頁
な
ど
。
な
お
本
論
に
お
け

る
①
現
役
徴
集
率
の
増
大
、
②
「
徴
兵
標
準
」
の
緩
和
に
関
す
る
記
述

（
８
）
同
右
。

（
９
）
同
右
。

（
10 
）
一
九
二
七
年
陸
軍
省
令
第
二
十
四
号
兵
役
法
施
行
規
則
『
官
報
』
号
外

（
一
九
二
七
年
一
一
月
三
〇
日
）。　

（
11 
）
一
九
二
七
年
陸
軍
省
令
第
二
十
五
号
陸
軍
召
集
規
則
『
官
報
』
号
外

（
一
九
二
七
年
一
一
月
三
〇
日
）。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
同
右
。

（
14 
）
一
九
一
八
年
法
律
第
三
十
九
号
共
通
法
『
官
報
』
第
一
七
〇
九
号

（
一
九
一
八
年
四
月
一
七
日
）。

（
15 
）
一
九
二
七
年
二
月
二
十
六
日
徴
募
課
「
兵
役
法
第
七
十
三
条
設
立
ノ
目

的
並
理
由
」。
前
掲
「
徴
兵
令
改
正
法
律
」JA

C
A

R
 R

ef.A14100093900

。

加
藤
前
掲
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』
は
、
戸
籍
に
兵
役
の
略
符
号
を
付
す

こ
と
に
つ
い
て
、
召
集
手
続
き
の
迅
速
化
と
、
国
家
総
動
員
（
召
集
猶

予
）
の
両
面
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
一
九
七
〜
一
九
九
頁
）。

（
16
）
注
（
４
）
に
同
じ
。

（
17 
）
高
田
聯
隊
区
司
令
官
「
壮
士
諸
子
に
告
ぐ
」（
一
九
三
〇
年
）『
上
越
市

史　

別
編
７　

兵
事
資
料
』
二
五
頁
。

（
18 
）
陸
軍
省
編
『
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
陸
軍
政
史
』
第
二
巻
（
湘
南
堂
書

店　

一
九
八
三
年
）、
三
一
一
頁
。

（
19 
）
一
八
九
九
年
勅
令
三
九
八
号
陸
軍
召
集
条
例
『
官
報
』
第
四
八
八
三
号

（
一
八
九
九
年
一
〇
月
九
日
）。

（
20
） 

徴
兵
令
『
法
令
全
書
』
明
治
六
年
、
太
政
官
番
外
並
無
号
。

（
21 
）『
上
越
市
史　

通
史
編
五　

近
代
』
二
二
四
〜
二
二
五
頁
、
お
よ
び
和
田

村
役
場
「
動
員
日
誌
」。
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（
43
） 『
官
報
』
第
四
五
三
一
号
（
一
九
四
二
年
二
月
十
八
日
）。

（
44
） 

同
右
。

（
45
） 

同
右
。

（
46
） 『
官
報
』
第
四
七
九
四
号
（
一
九
四
三
年
一
月
八
日
）。

（
47
） 

青
野
原
村
役
場
「
自
昭
和
十
六
年
度　

動
員
ニ
関
ス
ル
発
来
翰
綴
」。

（
48
） 

同
右
。

（
49
） 

同
右
。

（
50 
）
一
連
の
文
書
は
青
野
原
村
役
場
「
昭
和
一
七
年　

兵
事
書
類
」
に
よ

る
。
ま
た
一
九
四
二
年
二
月
一
六
日
に
は
、
陸
軍
省
令
第
一
号
で
第
二
国

民
兵
の
在
郷
軍
人
会
加
入
が
指
示
さ
れ
て
い
る
（『
官
報
』
第
四
五
二
九

号
）。

（
51
） 

青
野
原
村
役
場
「
昭
和
十
七
年　

兵
事
書
類
」。

（
52 
）
同
右
。
な
お
予
習
教
育
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
青
野
原
村
の
兵
事

書
類
か
ら
は
そ
の
詳
細
を
知
り
得
な
い
が
、
新
潟
県
和
田
村
役
場
の
兵
事

史
料
に
よ
る
と
、
八
月
二
七
日
の
簡
閲
点
呼
の
直
前
、
二
四
日
か
ら
二
六

日
ま
で
の
三
日
間
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
予
習
教
育
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
軍
事
教
育
召
集
令
状
を
交
付
し

て
い
る
。

（
53 
）
一
九
四
二
年
六
月
一
六
日
、
青
野
原
村
長
発
中
野
警
察
署
長
宛
「
簡
閲

点
呼
令
状
交
付
終
了
通
知
」、
青
野
原
村
役
場
「
昭
和
十
七
年　

兵
事
書

類
」。

（
54 
）
横
浜
連
隊
区
司
令
部
「
昭
和
十
七
年
度
第
二
次
簡
閲
点
呼
実
施
ニ
関
ス

ル
指
示
事
項
」（
同
右
）。

（
55 
）
木
村
美
幸
『
日
本
海
軍
の
志
願
兵
と
地
域
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。
海
軍
の
徴
集
適
齢
引
き
下
げ
要
求
に
対
す
る
、

は
、
筆
者
が
執
筆
を
担
当
し
た
『
上
越
市
史　

別
編
７　

兵
事
資
料
』「
解

説
」
の
二
四
〜
二
五
頁
、『
上
越
市
史　

通
史
編　

近
代
』
五
六
八
〜

五
六
九
頁
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
34 
）「
陸
軍
身
体
規
則
中
改
正
の
件
」JA

C
A

R　

R
ef.C01001534400

、
陸
軍

省
大
日
記
、
大
日
記
甲
輯
、
一
九
三
七
年
、
第
五
類
第
三
冊
（
防
衛
研
究

所
）。

（
35 
）「
陸
軍
身
体
規
則
中
改
正
の
件
」JA

C
A

R　

R
ef.C01006021900

、
陸
軍

省
大
日
記
、
大
日
記
甲
輯
、
一
九
四
〇
年
、
第
五
類
第
二
冊
（
防
衛
研
究

所
）。

（
36 
）「
兵
器
等
製
造
事
業
特
別
助
成
法
案
委
員
会
議
録　

第
五
回　

一
九
四
二

年
二
月
四
日
」、『
第
七
十
九
回
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』
三
三
〇

頁
。

（
37
）
注
（
31
）
に
同
じ
、
二
一
頁
。

（
38 
）
一
九
四
一
年
陸
軍
省
令
第
五
十
三
号
兵
役
法
施
行
規
則
改
正
『
官
報
』

第
四
四
五
七
号
（
一
九
四
一
年
一
一
月
五
日
）。

（
39 
）
一
九
四
一
年
陸
軍
省
令
第
五
十
四
号
陸
軍
召
集
規
則
中
改
正
『
官
報
』

第
四
四
五
七
号
（
一
九
四
一
年
一
一
月
五
日
）。

（
40 
）
一
九
四
三
年
陸
軍
省
令
第
三
十
七
号
陸
軍
召
集
規
則
中
改
正
『
官
報
』

第
五
〇
〇
九
号
（
一
九
四
三
年
九
月
二
一
日
）。

（
41 
）
一
九
四
一
年
陸
軍
省
令
第
五
十
五
号
第
二
補
充
兵
及
第
二
国
民
兵
ノ
兵

種
選
定
ニ
関
ス
ル
件
左
ノ
通
リ
定
ム
『
官
報
』
第
四
四
五
七
号
（
一
九
四
一

年
一
一
月
五
日
）。

（
42
） 「
思
給
法
中
改
正
法
律
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
二
号　

一
九
四
二

年
一
月
二
三
日
」『
第
七
十
九
回
帝
国
議
会
貴
族
院
委
員
会
議
録
』

一
八
五
頁
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陸
軍
の
態
度
は
「
現
役
新
兵
ノ
増
徴
ニ
ハ
強
ク
反
対
ス
／
第
二
国
民
兵
ノ

採
用
ヲ
勧
メ
ア
リ
／
陸
軍
在
郷
軍
人
ニ
海
軍
転
籍
ヲ
示
唆
ス
ル
モ
ノ
ア

リ
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
い
う
（
木
村
著
書
、
九
〇
頁
）。

（
56 
）『
戦
史
叢
書　

海
軍
軍
戦
備
２
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
）

二
一
九
〜
二
二
二
頁
。

（
57
） 

同
右
、
二
二
四
頁
。

（
58 
）
前
掲
拙
稿
「
資
料
紹
介　

神
奈
川
県
津
久
井
郡
青
野
原
村
役
場
の
「
動

員
日
誌
」（
昭
和
一
二
年
〜
二
〇
年
）」
の
「
別
表　

青
野
原
村
役
場
「
動

員
日
誌
」
一
覧
表
」
の
72
、
74
、
117
（
２
名
）、
118
が
該
当
す
る
。

（
59 
）『
秋
山
清
詩
集
「
白
い
花
」』（
一
九
六
六
年
、
東
京
・
コ
ス
モ
ス
社
）。

吉
本
隆
明
は
同
詩
集
に
寄
せ
た
解
説
で
、「
庶
民
の
生
活
感
覚
や
実
感
か
ら

発
し
て
、
戦
争
の
非
人
間
性
に
た
い
し
て
、
さ
さ
や
か
な
人
間
的
感
情
を

守
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
日
本
の
詩
的
抵
抗
の
最
高
の
達
成
」
と
評

価
し
て
い
る
（「
抵
抗
詩
」）。
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Abstract

Drafting of second-class national service soldiers during the Asia-Pacific War
: The relationship with “uprooting” mobilization

YAMAMOTO Kazushige

In the fall of 1943, the mobilized troops of the Imperial Japanese Armed Forces during the Asia-

Pacific War exceeded the anticipated upper limit; as a result, the conscription of pupils and 

students who had been previously exempted (1943), implementation of a conscription system on 

the Korean Peninsula (1944) and in Taiwan (1945), recruitment of enlistees in the navy, and other 

efforts were carried out. Normally, this expansion of conscription would have indicated an 

“uprooting” mobilization. However, there is almost no detailed research on the drafting of second-

class national service soldiers that began in 1941. This paper identifies not only the position in the 

drafting regulations of second-class national service soldiers under the 1927 Military Service Law 

but also the background to their drafting, measures taken to prepare for their drafting, actual 

circumstances surrounding their drafting, and reasons for the expansion of the draft.

The Military Service Law contains the conditions for the drafting of national service soldiers 

during wartime. However, the national service soldiers who were subjected to the draft were first-

class and not second-class national service soldiers. Conversely, second-class national service 

soldiers were those who were determined to be unfit for active duty as a result of the conscription 

examination and who were not even enlisted. However, with the prolongation of the Sino-

Japanese War of 1937, the rate at which active duty soldiers were drafted increased, and the 

physical standards for conscription were relaxed. This in turn led to concern among the public 

that the draft burden was unfair, which resulted in the emergence of the idea that the conscription 

of second-class national service soldiers prior to the Sino-Japanese War should be reexamined. 

The army revised the Conscription Ordinance in November 1941, in response to demands that it 

made the draft burden fairer; this allowed the drafting of second-class national service soldiers 

similar to that of reservists and replacement troops.

According to the diary of a mobilized soldier from one village, the draft of second-class national 

service soldiers started in 1943, and by 1945, second-class national service soldiers comprised 

half of all draftees. Of particular note is the fact that they were drafted into the navy. In contrast to 

the navy, which desired a young force made possible by the lowering of the conscription age, the 

army demanded replacements with older second-class national service soldiers as an alternative.
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